
再生紙を使用しています。

み
ど
り
の
大
地  

青
い
地
球
を  

い
つ
ま
で
も

　
　
　
　

ふ
だ
ん
着
で 

C O 

２
を
へ
ら
そ
う

紙  面  か  ら

　

私
が
幅
広
い
市
民
の
皆
様
の
ご
信
任
を
得
て
、
日
野
市
長
の
職
を
担
わ

せ
て
い
た
だ
き
、
12
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

平
成
９
年
に
就
任
し
て
以
来
、
日
本
国
憲
法
の
理
念
の
も
と
世
界
の
恒

久
平
和
を
目
指
し
つ
つ
、
３
つ
の
基
本
、「
市
民
参
画
」「
環
境
に
や
さ
し

い
」「
経
営
感
覚
」
を
貫
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
「
次
の
世
代
に
美

し
い
ふ
る
さ
と
を
渡
そ
う
」
を
継
続
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
市
政
運

営
に
邁ま

い
し
ん進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

   
先
行
き
不
透
明
な
時
代
、

   

日
野
市
は
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
４
％
予
算
で
対
応

　

今
年
は
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
の
影
響
、
原
油
価
格
の
高
騰
あ
る
い

は
ア
ジ
ア
情
勢
に
加
え
、
国
政
や
日
本
経
済
の
行
方
に
困
難
で
不
確
実
な

状
況
が
あ
り
、
市
政
運
営
に
も
難
し
い
年
に
な
る
と
考
え
、
前
年
度
比
マ

イ
ナ
ス
約
４
％
の
予
算
を
組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
市
立
病
院
の
経
営
改
善
、
75
歳
以
上
の
方
の
医
療

制
度
、
地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
に
特
に
配
慮
し
て
効
率
的
で
効
果
的
な
市

政
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

     

市
立
病
院 

経
営
健
全
化
と
救
急
科
設
置
へ

　

市
立
病
院
の
運
営
面
で
は
、
総
務
省
と
東
京
都
か
ら
経
営
改
善
を
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
財
政
健
全
化
法
に
よ
り
病
院
会
計
が
連
結
決

算
と
な
り
、
市
の
会
計
が
良
く
て
も
病
院
収
支
の
改
善
が
進
ま
な
い
と
日

野
市
は
厳
し
い
評
価
を
受
け
る
事
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
医
師
会
や

近
隣
病
院
と
連
携
を
深
め
、
救
急
・
災
害
・
高
度
医
療
機
能
の
充
実
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
大
切
な
市
立
病
院
を
維
持
す
る
た
め
一
層
の
経
営
改
善
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

     

高
齢
者
健
康
事
業
の
さ
ら
な
る
充
実
を

　

健
康
・
福
祉
の
分
野
で
は
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
４
月
か
ら
実
施
さ

れ
ま
す
。75
歳
以
上
の
方
が
不
安
な
く
、新
し
い
医
療
制
度
に
移
行
し
安
心

し
て
こ
の
制
度
を
利
用
出
来
る
よ
う
に
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、高
齢
者
の
敬
老
金
な
ど
の
現
金
給
付
を
見
直
し
ま
す
。そ
の
費
用

で
誰
も
が
元
気
に
長
生
き
出
来
る
よ
う
、健
康
診
査
項
目
の
追
加
、困
り
ご

と
支
援
な
ど
高
齢
者
へ
の
本
当
に
必
要
な
お
手
伝
い
を
充
実
し
ま
す
。障

害
者
施
策
で
は
、通
所
系
施
設
へ
の
市
独
自
の
財
政
支
援
や
、新
た
に
生

活
・
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

     

子
育
て
支
援
の
充
実

     

子
育
て
し
た
い
ま
ち
、し
や
す
い
ま
ち
日
野

　

子
育
て
・
教
育
の
分
野
で
は
、
施
設
の
見
直
し
及
び
保
育
所
の
設
置
や

学
童
ク
ラ
ブ
を
新
設
し
、
待
機
児
ゼ
ロ
に
向
け
取
り
組
み
、
子
ど
も
の
人

口
増
加
傾
向
に
対
応
し
ま
す
。
ま
た
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
「
ひ
の
っ

ち
」
な
ど
の
内
容
充
実
を
図
り
ま
す
。
教
育
施
策
で
は
、
新
た
に
通
級
指

導
学
級
の
開
設
と
と
も
に
特
別
支
援
教
育
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
組
織
を
作

り
、
さ
ら
に
き
め
細
か
く
児
童
の
教
育
に
対
応
し
ま
す
。

     

格
差
是
正
に
向
け
様
々
な
取
り
組
み
を

　

国
政
や
経
済
の
変
化
は
急
で
す
が
、
格
差
是
正
の
た
め
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
配
慮
な
ど
、
ひ
と
り
親
家
庭
や
低
所
得
者
な
ど
支
え

の
必
要
な
方
々
へ
の
施
策
を
充
実
い
た
し
ま
す
。
17
万
５
千
日
野
市
民
の

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
第
３
次
行
財
政
改
革
の
仕
上
げ

を
急
ぎ
、
持
続
可
能
な
財
政
構
造
作
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

     

地
球
温
暖
化
対
策

     　
　
　

ふ
だ
ん
着
で
C 

O
２
を
へ
ら
そ
う

　

こ
れ
ま
で
も
日
野
市
は
水
と
緑
や
都
市
農
業
を
守
り
な
が
ら
、
ご
み
問

題
は
も
と
よ
り
食
の
安
全
ま
で
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
環
境
を
大
切
に
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
地
球
の
環
境
問
題
は
も
う
待
っ
た
な
し
の
と
こ
ろ
に

来
て
い
ま
す
。
美
し
い
地
球
を
、
そ
し
て
こ
の
地
域
を
次
の
世
代
に
し
っ

か
り
手
渡
し
た
い
。
そ
の
た
め
日
々
の
生
活
の
中
で
、
一
人
ひ
と
り
の
Ｃ

Ｏ
２
削
減
運
動
を
、
全
市
民
的
、
全
庁
横
断
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
20
年
度  

所
信
表
明

　厳しい時代が続きますが、
市民の皆様と「ともに創りあ
げるまち」の原点を忘れるこ
となく、あらゆる可能性を探
りつつ、柔軟にチャレンジし
ていく覚悟であります。

当面する行政課題

第 1180号

平
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12平山季重ふれあい館オープン

地球温暖化対策による持続可
能な社会の実現～ふだん着で
CO２をへらそう

●市民・団体・事業者と「ふだん着で CO
２をへらそう」協定を締結
●生ごみを土に戻す地域循環の仕組みづく
り
●日野市地球温暖化対策を具体的に実施
●用水の年間通水、用水を自然に近い形態
で保全し開

かいきょ

渠化へ
●良好な緑地の取得と保全（日野緑地・百
草緑地）
●湧水を守るための事業を進めます
●景観計画を策定し景観条例の早期制定

●必要な医師・看護師確保。病院全体の達
成目標値設定。診療科別収益率向上。占
床率アップにより経営健全化を推進
●市民の健康を地域で守る救急科を新設、
救急・災害・医療を充実
●市民に誇れるようなレベルの高い医療を
実施
●「かかりつけ医」制度の充実で紹介率を
引き上げ

市立病院経営健全化～財政
健全化法と公立病院改革ガ
イドラインなどを踏まえ

　

平
成
20
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、市

政
へ
の
所
信
等
を
申
し
述
べ
、市
民
の
皆

様
に
、一
層
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

お知らせ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4「後期高齢者医療制度」が始まります

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5市議会の議会構成が決定
お知らせ

催　し
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10春の緑化月間

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7妊婦健康診査を受診しましょう
お知らせ

お知らせ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6教育委員会に「特別支援教育推進チーム」を設置

２面に続く
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持続可能な財政運営を視野に入れた厳しい予算　
一般会計　494億 1,000万円（前年度比4.1％減）
●持続可能な財政運営
●更なる行財政改革の推進
●市民サービスは充実、公共施設等の整備
　事業は延伸
●新たな医療制度や財政指標への対応

 ①経済環境の変化への対応（原油価格高騰、株式不安、国の動向
　の変化など）
 ②基金（貯金）残高の確保と市債（借金）の抑制⇒いざというと
　きのための備え
 ③財政健全化に向けて（企業会計との連結決算、病院事業会計の
　経営健全化）　
 ④学校校舎耐震化事業の完了、公共事業の延伸

将来的な財政負担への備え
⇒次の世代への負担軽減

特別会計
総額445億 8,066万円
（前年度比13.4％減）
４月から始まる後期高齢者医療制度に伴い、
新たに後期高齢者医療特別会計が24億
4,652万円の増となる一方、老人保健特別
会計が90億1,938万円の減となったこと
等によるもの

・市税…295億 2,178万円（1.1％減）
⇒主に法人市民税の減によるもの
・国庫支出金…11.5％の減
⇒小・中学校施設や道路整備の減によるもの
・基金からの繰入
　（貯金の取り崩し）…43.5％大幅減
⇒将来の財政運営に配慮
・市債…29億7,500万円（8.9％の減）
⇒臨時財政対策債の抑制などによるもの

・市立病院の経営健全化（6億9,257万円）
・高齢者の現金給付事業を見直し、「健康づくり」施策へ展開（3億9,501万円）
・子育てサービスの充実（吹上多摩平保育園開設など）（49億5,382万円）
・格差是正の施策（ひとり親家庭支援、生活不安者へのサポートなど）（5,928万円）　
・地球温暖化対策～ふだん着でＣＯ２をへらそう～事業　（4,628万円）
・一番橋通りや緑橋の整備、（仮称）市民の森ふれあいホール建設など当面する行政
 課題の推進（9億1,401万円）
・教育環境の充実（多忙教師サポート事業、特別支援教育ほか）(7億 3,309万円）
・後期高齢者医療制度への対応（10億8,925万円）

【
平
成
20
年
度
予
算
】※

詳
細
は
５
月
１
日
号
に
掲
載
予
定

主
な
歳
入
に
つ
い
て

主
な
歳
出
に
つ
い
て

（
選
択
と
集
中
に
よ
る
事
業
の
推
進
）

▲

☆
新
年
度
予
算
の

ポ
イ
ン
ト
☆

前年度比4.1％減となった主な要因

高齢者健康事業のさらなる充実
●敬老金・健康手当の見直しで高齢
者施策を更に充実

　①高齢者世帯などへ電球の取り替
えなど〝ちょっとした困りごと〟
を解決②介護者の病気だけでなく
旅行等の際の預かりで家族介護を
支援③災害時要援護者緊急避難プ

ランを検討・作成④高齢者健康診
査項目の拡大〜心電図や胸部 X
線検査を市独自で追加⑤各種がん
検診の受診率向上

●新たな保険制度・後期高齢者医療
制度を４月から円滑に開始～低所
得者には保険料を軽減

格差是正のため～様々な分野での取り組み
●ひとり親家庭の相談に専属相談員

を配置
●生活不安者に必要なメニューをサ

ポート

●支えの必要な方へ雇用機会を
●セーフティーネット事業を検証・

見直し
●公契約制度のモデル事業を実施

子育て支援の充実
　　～子育てしたいまち　しやすいまち日野
●ハード面の整備
①待機児解消に向け新たに保育所

や認定子ども園を設置～定員数
の増加へ

②保育園等改革計画に基づく「保
育園・学童クラブ施設改修・サー
ビス充実計画」を推進～きめ細
かい保育の充実へ

③学童クラブの全員入所を堅持し、
育成環境を整備〜五小学童クラ
ブなど開設

④子ども家庭総合相談、地域子育
て支援の拡大
●ソフト面の整備
　次世代育成支援行動計画「ひのっ

子すくすくプラン」を推進
①そだちあい事業として〈気にな

る子〉育成事業を充実
②ファミリーサポート・センター

の提供会員を拡大。子育て・高
齢者への事業を充実

③キャリアプログラム研修と、人
材交流研修などで民間保育園と
交流

④全小学校で放課後子どもプラン
「ひのっち」の充実

・スタッフの質的向上、「ひのっち」
参加率向上とプログラムの充実

・「ひのっち」の時間延長などによ
る学童遊び場開放事業

「日野人げんき！」プランと健診・健康づくり
　　　～高齢者のさらなる健康プランの充実

●１万人に１人の保健師による地域
保健活動事業を継続〜新生児の全
戸訪問など

●医療制度改革に伴う健康推進
　①特定健診・特定保健指導を実施
　②特定健診の受診率向上
●「日野人げんき！」プランと健康

づくり事業の充実〜さわやか健康
体操 4,000 人達成へ

●年金相談員を増員、相談事業を充実

●「障害者保健福祉ひの５か年プラ
ン」を推進、障害者（児）施策を
拡充

学校施設の整備と教育環境の充実
　　　～「新子ども人口推計」 に基づき

●「新子ども人口推計」に伴い学校
施設・環境の見直し

●多忙教師サポート事業で小学校に
市独自の講師等を配置

●特別支援教育の推進～臨床心理
士及び特別支援教育支援員を配置
し、児童・生徒を支援

●基礎学力向上に向け、指導体制の
充実、基礎学力テスト実施、学校
指導補助員等を配置

●東光寺小の学校校庭の芝生化～都
内最大規模の面積に

●日本一のＩＣＴ活用教育を目指
し、わかりやすい授業及び校務の
効率化などで教育内容を更に充実

地域の特性を生かしたまちづくりを推進
●平成 22 年完成に向け百草園駅・

南平駅・平山城址公園駅でバリア
フリー化

●気軽に出かけられる交通網整備の
ため市内連絡バス及び丘陵地ワゴ
ンタクシーを総合的に見直し、新

しい交通網導入などを検討
●放置自転車対策事業
●団塊世代が明るく健康で地域に根

づいた活動を行えるよう支援
●都市農業サミットなどの開催

食育推進事業　～テレビを見ないで朝ごはん・夕
ごはん、安全安心でおいしい学校給食、地域で進
めるみんなの食育

●妊産婦を対象にインターネットで
食事画像を分析、栄養指導を

●学校給食における地元野菜の割
合を高める、中学校でテーブルマ
ナー教室を実施

●保育園での食育紙芝居を活用した
朝食指導

●生活習慣病予防・改善に向けた講
演会、メタボリックシンドローム
の予防を図ります

安全で安心なまちづくりへの取り組み
● ｢災害に強いまちづくり｣ の実現

を目指し「（仮称）防災まちづく
り条例」の制定準備

●被害者支援施策の具体的な推進に
向けて、「（仮称）被害者支援基本
計画」を作成、被害者、遺族等支
援に対する PR を実施

●児童・生徒の安全対策で、地域パ
トロール、スクールガードボラン
ティアの充実

藝術文化の薫るまちづくり基本計画の策定作業へ
●藝術と文化が融合するまちづくり

を目指し、有識者・市民を交えた
懇談会を立ち上げ基本計画策定作
業を開始

●市民参画による「幻の真慈悲寺調
査の会」の協力により、「幻の真
慈悲寺」の発掘調査を継続

●「（仮称）市民の森ふれあいホール」
を、スポーツと市民のふれあいを
目指し、地球温暖化対策を取り入
れた施設に～ランニングコストに
も配慮を

●伝統文化の維持発展に地域力を更
に活用。落ち葉たきや、里山維持、
農地保全のため、たき火の復活に
配慮

→

→

→
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対等の立場で心のかようまちづくり
●福祉サービス総合相談窓口の充実（福祉総合システ

ムの充実）
●生活保護者の自立支援のための取り組み （雇用の促

進等）
●団塊世代活動への支援　～「生きがい」「働きがい」
「地域がい」

●子育て支援サービスの充実・子育てしたいまち　し
やすいまち～次世代育成支援行動計画「ひのっ子す
くすくプラン」の推進

●私立保育園の充実事業～朝夕の時間延長など
●私立幼稚園への支援
　通園する幼児の保護者に、入園料、保育料の一部を

助成し、保育にかかる経済的支援を実施
●ひのっちの充実～遊び場開放事業の拡大（子どもが

安全に遊べる場の拡大）
●そだちあい事業の充実（気になる子育成事業）
●不登校・引きこもり等対応事業の推進
●新・先駆型子ども家庭支援センター（高幡）を本部

とする新しい子ども家庭支援センター事業（児童虐
待防止事業）の実施

●子育て支援〜子ども医療費助成事業経費
●妊娠時訪問指導の充実
●事業所と協働での子育てに優しい職場づくり〜学童

クラブ終了後の児童育成事業の充実（モグモグ）
●子育て後の再就職

あっせん事業の実
施

●待機児解消に向け
た具体的な取り組
み～保育所や認定
子ども園の設置

●保育園・児童館・学童クラブの充実（施設改修・サー
ビス）〜特色ある保育園・児童館・学童クラブづく
り

●保育園等改革計画に基づく「保育園・児童館・学童
クラブ施設改修・サービス充実計画」を推進〜施設
改修の実施…あさひがお
か児童館、みさわ保育園

（平成 19 ～ 20 年度工事）、
もぐさ台保育園

●高齢者支援事業　「シル
バー日野人安心いきいき
プラン」の推進

①高齢者支援事業及び敬老金の見直し・敬老金の一律
贈呈から節目年齢での贈呈へ

②高齢者への健康事業の更なる充実と新規事業の実施
（現金給付事業の転換）

ア）高齢者健康診査項目の充実
イ）各種がん検診の受診率向上
●施設介護・在宅介護及び高齢者福祉サービスの充実
①特別養護老人ホーム 21 床の増設
②家族介護者の休息支援の実施
③高齢者見守り支援ネットワークの推進
④小規模多機能型施設（地区別）の拡充
● げんき高齢者等交流場の提供
①旧七生支所 1 階を活用し、「七生福祉センター」を

4 月開設
②湯沢福祉センター 1 階を改修し、高齢者・障害者・

子ども・地域住民の交流事業を展開
●障害者支援事業～「障害者保健福祉ひの 5 か年プラ

ン」の推進〜障害者自立支援推進
　市内の通所系施設・作業所と居宅系に対する市独自

の財政支援を実施
●「（仮称）障害児放課後クラブ」の開設～「（仮称）

平山台健康・市民支援センター」での日中一時支援
事業（地域生活支援事業）の実施

●「（仮称）すこやか子どもセンター」の開設の検討（希
望の家の発展的再編・かしの木荘の廃止）

●「（仮称）生活・就労支援センター」の開設

住みやすいまちづくり
●多摩平団地の民間開発への変更に伴

う課題の整理

ふれあいのあるまちづくり
●平山城址公園駅前複合施設の開設
●地域コミュニティー促進への取り組み～地域懇談会

の充実・地域かわら版の発行等～地域サポーター活
用による地域と行政との連携強化

●地域コミュニティー再生事業の展開

だれもが健やかでいられるまちづくり
健康推進～「日野人げんき！」プランの推進
●市立病院経営健全化～財

政健全化法と公立病院改
革ガイドラインなどを踏
まえ、市立病院の経営健
全化を推進

●食育推進事業～「テレビ
を見ないで朝ごはん・夕ごはん」「安全安心でおい
しい学校給食」「地域で進めるみんなの食育」　

①家庭における食育推進
②保育所・学校等における食育推進
③地域における食育推進
●国保被保険者いつまでも現役事業　（国民健康保険

特定健診・特定保健指導） 
●後期高齢者医療制度の円滑な施行
●１万人に１人の保健師による事業実施
●平日準夜こども応急診療を拡大し、週４日を目指す
●各種がん検診の充実と受診率の向上
●医療制度改革に伴う健康推進事業
●市民年金相談事業の拡充（相談員の増員）

気軽に出かけられるまちづくり
●遊歩道などの整備
①歩きたくなるまち日野整備事業～

ウオーキングコースのコース及び
サイン整備の実施

②多摩川・浅川“YOU”歩道整備事
業

③「道路いこいの場整備計画」に沿っ
たポケットパーク等の計画的な整
備

●交通網整備支援（市内連絡バス、丘陵地ワゴンタク
シー、デマンド型の検討）

●放置自転車対策事業
●ユニバーサルデザイン推進

条例の策定へ向けた準備
●区画整理の推進～公共施設

管理者負担金を活用した土
地区画整理事業の推進（豊
田南・西平山）

個性と魅力と活気のあるまちづくり
●主要道路等の整備
●豊田駅周辺のまちづくり
●百草園駅・南平駅・平山

城址公園駅の駅周辺のま
ちづくりの推進

●桑ハウス保存計画（日野
本町にある旧蚕糸試験場建物保存）

●美しい農地を次世代に引き継いでいくために～農
家・市民・市が協働によるさまざまな取り組み

①地元野菜学校給食供給促進事業
②日野産大豆プロジェクトの推進（全市的な取り組み

の実施）
③援農ボランティアの NPO

法人化
●商店街・中小企業者など

への支援
①「商店街魅力アップ」事

業の推進（空き店舗の活
用及び転業支援）

②市内共通商品券事業の推進（小規模小売店専用券の
導入）

③「ものづくり」にかかわる企業の多面的、多角的支
援

●就業支援
①ナイスワークと連携した就業支援に向けた取り組み
②ひとり親家庭への就業支援
③生活不安者への就業支援
④障害者への就業支援

参画と協働のまちづくり
●（仮称）日野いいプラン 2020 策定に向けての準備
●市長とふれあいトーク～ふだん着で CO2 削減への

取り組み周知
●電子申請可能業務の更なる拡大～平成 20 年度 200

申請を目標
●市民サービス向上のための第 3 次行財政改革及び集

中改革プランの推進
●土地開発公社の経営健全化の促進・市有地の売却と

有効利用（市立病院跡地・浅川公会堂用地・下水処
理場跡施設・三沢 4 丁目市有地等）

●入札及び契約制度の改善～総合評価方式の導入
●保険のワンポリシー契約の実施～契約金額の縮減へ
●格差是正のためにさまざまな分野での取り組みを実

施
①ひとり親家庭専属相談員配置
②生活不安者へのサポート事業
③公契約制度のモデル事業実施
④支えの必要な方への雇用機会促進事業
⑤セーフティーネット事業の検証と見直し
●ＮＰＯ法人等への仕事あっせん紹介等支援
●地域の創意工夫を生かした特色ある学校づくり～平

山小コミュニティースクールの検討

日野人・日野文化を育てるまちづくり
●学校給食の充実（地元野菜使用の充実など）
●基礎学力向上に向けた取り組み～指導体制の充実
●不登校対策の充実（スクールカウンセラー、就学相

談員の配置）
●教育相談事業の充実（心理学的対応カウンセリング）
●幻の真慈悲寺プロジェクトの推進
●「新子ども人口推計」に基づく学校環境の整備
●ひの社会教育センターの移転支援
●「（仮称）市民の森ふれあいホール」着工に向けた

取り組み
●子ども読書活動推進計画策定に伴う関連図書の充実
●一中の校舎改築～平成 21 年 4 月開校に向け
●ＩＣＴ活用教育の充実～日本一の学校ＩＣＴ教育を

目指して
●特別支援教育の推進〜日野市特別支援教育在り方検

討委員会、日野市特別支援教育推進委員会に各研究
部会等を設置し、事業を推進

●「健康」と「地域コミュニティー」の拠点作り～旧
平山台小の跡地活用による（仮称）「平山台健康・
市民支援センター」開設

●学校校庭芝生化の推進～平成 20 年度、東光寺小を
モデル校に（芝生化の規模は都内最大）

●多忙教師サポート事業（小学校）

自然と人が共生するまちづくり
●地球温暖化対策事業「ふだん着で CO２をへらそう」

～環境配慮型社会へ、そして
持続可能な地球を～

①市民や企業へのＰＲ
②市民個人とのふだん着で CO

２削減協定
③生ごみ堆肥化事業の実施によ

る地域内循環の仕組みづくり
④市民・市職員との協働事業
⑤用水保全、太陽きらきら開

かい

渠
きょ

事業
⑥景観条例の準備から制定へ
⑦市役所公用車台数 10％削減
●ごみゼロ社会に向けて〜マイバッグ運動の促進

安全で安心なまちづくり
● ｢災害に強いまちづくり｣ の実現を目指して
①近県他市との防災応援協定の締結
②学校校舎耐震化完成に伴う総合防災訓練の実施　
③崖崩れ等の危険箇所の調査（急崖地）
●児童・生徒の安全対策の取り組み〜学校内の安全対

策の充実と整理、見直し
●特徴ある公園づくり〜健康遊具設置へ
●景観条例の準備から制定へ

平成20年度の主要事業
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▼
制
度
開
始

　

４
月
１
日
か
ら
老
人
保
健
制
度
が

廃
止
さ
れ
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

制
度
が
開
始
と
な
り
ま
す
。
４
月
か

ら
は
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）
を
医
療
機
関
へ
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

▼「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」

を
発
送

　

現
在
老
人
保
健
法
医
療
受
給
証
を

持
っ
て
い
る
方
と
４
月
１
日
現
在
で

75
歳
の
方
へ
平
成
20
年
４
月
か
ら
開

始
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
証
（
保
険
証
）
を
３
月
14
日

に
配
達
記
録
郵
便
で
発
送
し
ま
し

た
。
ま
た
、
４
月
２
日
～
５
月
１
日

に
75
歳
と
な
る
方
に
も
３
月
25
日
に

保
険
証
を
郵
送
依
頼
し
ま
し
た
。

▼
保
険
証
に
つ
い
て

　

既
に
75
歳
以
上
の
方
は
４
月
１
日

か
ら
こ
の
保
険
証
を
医
療
機
関
等
へ

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
75

歳
と
な
る
方
は
75
歳
の
誕
生
日
か
ら

保
険
証
を
使
用
し
ま
す
。

▼
今
ま
で
の
保
険
証
と
老
人
保
健
法

医
療
受
給
者
証
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
す

る
直
前
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
た
方
は
、
国
保
の
保
険
証
と
老

健
受
給
者
証
は
細
か
く
裁
断
し
て
廃

棄
し
て
く
だ
さ
い
。
社
会
保
険
等
に

加
入
の
方
は
、
保
険
証
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
は
、
加
入
先
へ
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
保
険
料
の
「
特
別
徴
収
（
年
金
か

ら
の
天
引
き
）」
開
始
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
支
払

は
原
則
年
金
か
ら
の
天
引
き
で
す
。

［
対
象
者
］
年
金
か
ら
の
天
引
き
対

象
者
は
、
年
金
支
給
額
（
年
額
）

18
万
円
以
上
で
、
介
護
保
険
料
と
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
合
計
額
が

年
金
年
額
の
２
分
の
１
以
下
の
方

［
開
始
時
期
］
３
月
末
時
点
に
75
歳

以
上
で
該
当
す
る
方
は
４
月
の
年
金

支
給
か
ら
保
険
料
を
「
仮
徴
収
」
と

し
て
天
引
き
し
ま
す
。
た
だ
し
、
平

成
19
年
12
月
時
点
で
社
会
保
険
等
の

加
入
者
本
人
及
び
被
扶
養
者
、
老
人

保
健
法
の
障
害
認
定
を
受
け
て
い
る

方
は
仮
徴
収
を
し
ま
せ
ん
。

▼
保
険
料
の
「
仮
徴
収
」
に
つ
い
て

　

保
険
料
の
決
定
は
前
年
の
所
得

に
よ
っ
て
確
定
す
る
た
め
、
国
民

健
康
保
険
と
同
様
に
７
月
に
保
険

料
が
確
定
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
保

険
料
の
確
定
後
の
年
金
支
給
か
ら

の
天
引
き
で
は
１
回
分
の
天
引
き
額

が
多
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
介
護
保
険
と
同
様
に
年
金
か
ら

の
天
引
き
額
が
平
準
化
す
る
よ
う
、

４
・
６
・
８
月
の
年
金
支
給
で
は
、
一

昨
年
の
収
入
を
基
に
計
算
し
た
保
険

料
の
６
カ
月
分
を
「
仮
徴
収
額
」
と

し
て
天
引
き
し
ま
す
。

▼
平
成
20
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
決
定
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
保
険
料
は
７
月
に
決
定

し
賦
課
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま

す
。こ
の
た
め
、仮
徴
収
で
４
・
６
・
８

月
分
の
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
た
方

に
は
、
保
険
料
決
定
額
か
ら
「
仮
徴

収
額
」
を
差
し
引
き
、
残
っ
た
保
険

料
を
10
・
12
・
２
月
の
３
回
の
年
金

か
ら
天
引
き
し
ま
す
。
た
だ
し
、
介

護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
合
算
が
年
金
年
額
の
２
分
の
１

を
超
え
た
方
は
、
年
金
天
引
き
を
中

止
し
、
納
付
書
に
よ
る
支
払
い
方
法

へ
変
更
と
な
り
ま
す
。

▼
「
特
別
徴
収
」
に
な
ら
な
か
っ
た

方
（
普
通
徴
収
の
方
）
の
納
付
方
法

　

今
回
、
特
別
徴
収
と
な
ら
な
か
っ

た
方
へ
は
、
７
月
に
今
年
度
の
保
険

料
を
決
定
し
た
通
知
書
を
郵
送
し
ま

す
。
同
封
の
納
付
書
に
よ
り
金
融
機

関
等
で
保
険
料
を
お
支
払
い
く
だ
さ

い
。

（広告）

75
歳
以
上
の
方
の
保
険
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

４
月
か
ら
制
度
開
始
、
保
険
料
の
年
金
天
引
き
開
始

保
護
者
に
毎
月
掛
金
を
納
め
て
い
た

だ
き
、
保
護
者
が
死
亡
ま
た
は
重
度

障
害
と
な
っ
た
時
、
障
害
の
あ
る
方

に
終
身
一
定
額
の
年
金
を
給
付
す

る
、
任
意
加
入
の
制
度
で
す
。

［
加
入
要
件
］①
心
身
障
害
者
の
保
護

者
②
都
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と
③
加

入
年
度
の
初
日（
４
月
１
日
）の
年
齢

が
65
歳
未
満
④
特
別
な
疾
病
や
障
害

が
な
く
、保
険
契
約
の
対
象
と
な
る

健
康
状
態
で
あ
る
こ
と［
対
象
と
な

る
障
害
者
の
範
囲
］①
知
的
障
害
の

　

４
月
１
日
か
ら
老
人
保
健
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

制
度
が
開
始
と
な
り
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
新
制
度
の
内
容
や
保
険
証
、
保
険
料
の
年
金
天
引
き
な
ど

を
特
集
し
ま
す
。

問
合
せ
先

保
険
年
金
課
高
齢
者
医
療
係

福
祉

■
東
京
都
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制

度
が
始
ま
り
ま
し
た

　

障
害
の
あ
る
方
を
扶
養
し
て
い
る

あ
る
方
②
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
以

上
の
方
③
精
神
ま
た
は
身
体
に
永
続

的
な
障
害
が
あ
り
、そ
の
障
害
の
程

度
が
①
②
と
同
程
度
と
認
め
ら
れ
る

方
※
い
ず
れ
の
場
合
も
将
来
独
立
自

活
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
方［
年
金
額
］月
２
万
円［
掛

金
］左
表
の
と
お
り
※
掛
金
の
額
は

改
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、そ
の
場

合
、そ
れ
以
後
の
掛
金
は
改
定
後
の

金
額
と
な
り
ま
す［
加
入
の
可
否
決

定
］生
命
保
険
会
社
が
申
込
者
の
告

知
書
の
審
査
を
行
い
ま
す
の
で
、加

入
承
認
ま
で
２
カ
月
程
度
か
か
り
ま

す［
申
込
み
先
］障
害
福
祉
課

■
無
料
入
浴
デ
ー

　

市
内
の
お
風
呂
屋
さ
ん
の
協
力
に

よ
る
無
料
入
浴
日
で
す
。

［
実
施
日
］
毎
週
金
曜
日
午
後
４
時

以
降
［
実
施
浴
場
］
ひ
の
湯
（
日
野

本
町
３
の
13
の
16
八
坂
神
社
裏
）［
対

象
］市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方［
利

用
方
法
］
浴
場
ま
た
は
市
役
所
２
階

高
齢
福
祉
課
で
生
年
月
日
の
分
か
る

身
分
証
明
書
（
保
険
証
、
運
転
免
許

証
な
ど
）
を
提
示
し
、
無
料
入
浴
証

の
交
付
を
受
け
、
浴
場
で
提
示
［
問

合
せ
先
］
高
齢
福
祉
課

■
介
護
保
険
居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

助
成
事
業
が
終
了

　

介
護
保
険
制
度
の
導
入
に
伴
う
利

用
者
負
担
の
激
変
緩
和
の
た
め
、
経

過
措
置
と
し
て
実
施
し
て
い
た
「
日

野
市
介
護
保
険
居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
助
成
事
業
」
は
、
３
月
31
日
で
終

了
し
ま
し
た
。
今
後
は
「
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
軽
減
事
業
」

を
利
用
出
来
ま
す
が
、
新
た
に
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
対
象
者
は

世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
、収
入
・

預
貯
金
等
に
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
軽
減
割
合
は
自
己
負
担

額
の
４
分
の
１
に
な
り
ま
す
。

［
問
合
せ
先
］
高
齢
福
祉
課
介
護
保

険
係

は
月
１
万
４
千
410
円
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。
保
険
料
を
あ
ら
か
じ
め
６

カ
月
、
１
年
分
単
位
で
納
め
る
と
割

引
さ
れ
る
「
前
納
制
度
」
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
口
座
振
替
で
前
納
を

す
る
と
現
金
納
付
よ
り
割
引
に
な
り

ま
す
。

［
問
合
せ
先
］
立
川
社
会
保
険
事
務

所
（
☎
523
・
０
３
５
７
）、
市
保
険

年
金
課
年
金
係

■
第
３
号
被
保
険
者
の
離
婚
時
の
厚

生
年
金
の
分
割
が
始
ま
り
ま
す

　

平
成
20
年
４
月
以
降
の
第
３
号
被

保
険
者
期
間
は
、
離
婚
し
た
場
合
、

第
２
号
被
保
険
者
の
厚
生
年
金
の
保

険
料
納
付
記
録
の
２
分
の
１
を
分
割

出
来
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

［
問
合
せ
先
］
立
川
社
会
保
険
事
務

所
（
☎
523
・
０
３
５
５
）

■
旧
姓
で
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方

は
記
録
の
確
認
を

　

平
成
８
年
12
月
以
前
に
旧
姓
で
年

金
に
加
入
し
て
い
た
方
は
、
以
前
の

記
録
が
基
礎
年
金
番
号
に
統
合
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

年
金
記
録
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

［
問
合
せ
先
］
ね
ん
き
ん
特
別
便
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０
・
058
・

555
）、
立
川
社
会
保
険
事
務
所
（
☎

523
・
０
３
５
７
）

官
公
署
だ
よ
り

■
警
視
庁
警
察
官
採
用
試
験

［
試
験
日
］
４
月
29
日
㈷
［
資
格
］

大
学
卒
業
程
度
（
Ⅰ
類
）、
短
大
卒

業
程
度
（
Ⅱ
類
）
の
男
女
※
４
月
８

日
㈫
午
前
10
時
30
分
か
ら
日
野
警
察

署
で
採
用
説
明
会

あり あ
　
り
［
申
込
み
］
４

月
10
日
㈭
ま
で
に
日
野
警
察
署
（
☎

586
・
０
１
１
０
）
へ

■
防
衛
省
自
衛
隊
「
自
衛
官
」
募
集

［
職
種
］
①
幹
部
候
補
生
②
２
等
陸
・

海
・
空
士
［
対
象
］
①
22
歳
以
上
26

歳
未
満
の
男
女
（
大
学
院
卒
見
込
の

国
保
・
年
金

■
国
民
年
金
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

▼
加
入
・
種
別
変
更

　

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
者

（
第
２
号
被
保
険
者
）
が
、
60
歳
前

に
退
職
し
た
と
き
は
第
１
号
被
保
険

者
へ
の
変
更
手
続
き
が
必
要
で
す
。

ま
た
、扶
養
さ
れ
て
い
た
配
偶
者（
第

３
号
被
保
険
者
）
も
第
１
号
被
保
険

者
へ
の
変
更
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

収
入
の
増
加
、
離
婚
等
で
配
偶
者

（
第
２
号
被
保
険
者
）
の
扶
養
（
第

３
号
被
保
険
者
）
で
な
く
な
っ
た
と

き
は
、
第
１
号
被
保
険
者
へ
の
変
更

手
続
き
が
必
要
で
す
。

［
持
ち
物
］
退
職
日
の
わ
か
る
証
明

書
、
年
金
手
帳
、
印
鑑

▼
学
生
納
付
特
例
制
度
～
申
請
は
お

早
め
に

　

学
校
法
人
等
の
学
生
は
、
本
人
の

前
年
所
得
が
118
万
円
以
下
の
場
合
、

申
請
し
て
承
認
さ
れ
れ
ば
在
学
期
間

中
の
国
民
年
金
保
険
料
を
後
払
い
で

き
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
申
請
は
毎
年
度
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

［
持
ち
物
］
学
生
証
、
年
金
手
帳

　

以
上
、
い
ず
れ
も
［
問
合
せ
先
］

立
川
社
会
保
険
事
務
所
（
☎
523
・

０
３
５
７
）、
市
保
険
年
金
課
年
金

係■
国
民
年
金
保
険
料
が
１
万
４
千
410

円
に
な
り
ま
す

　

平
成
20
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

年
　

金

年
　

金

●掛金一覧
加入者の加入時年齢 月額(1口)

35歳未満  9,300円
35歳以上40歳未満 11,400円
40歳以上45歳未満 14,300円
45歳以上50歳未満 17,300円
50歳以上55歳未満 18,800円 
55歳以上60歳未満 20,700円 
60歳以上65歳未満 23,300円 

方
は
28
歳
未
満
）
②
18
歳
以
上
27
歳

未
満
の
男
女
［
受
付
期
間
］
①
5
月

12
日
㈪
ま
で
②
年
間
を
通
じ
て
募
集

（
一
部
期
限

あり あ
　
り
）［
問
合
せ
先
］
防
衛

省
自
衛
隊
八
王
子
地
域
事
務
所
（
☎

042
・
644
・
８
１
５
７
）
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■「
情
報
公
開
制
度
の
手
引
」を
作
成

［
閲
覧
場
所
］
情
報
公
開
窓
口
（
市

役
所
１
階
市
民
相
談
窓
口
）、市
内
各

図
書
館
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見

る
こ
と
が
出
来
ま
す［
問
合
せ
先
］総

務
課

■
ミ
ニ
バ
ス
（
市
内
連
絡
バ
ス
）
ち

び
っ
こ
50
円
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

［
期
間
］４
月
６
日
㈰
ま
で［
対
象
］小

学
生
以
下（
小
児
運
賃
適
用
者
）［
運

賃
］
１
回
の
乗
車
に
つ
き
50
円
（
現

金
で
の
支
払
い
の
み
）［
問
合
せ
先
］

京
王
電
鉄
バ
ス
㈱
桜
ヶ
丘
営
業
所

（
☎
591
・
２
７
１
２
）、市
都
市
計
画
課

■
雨
水
浸
透
施
設
設
置
に
ご
協
力
を

　

雨
水
の
流
出
抑
制
や
健
全
な
水
循

環
の
保
全
・
回
復
を
図
る
た
め
、
市

が
事
業
主
と
な
り
、
承
諾
後
各
家
庭

に
雨
水
浸
透
施
設
を
設
置
し
ま
す

（
丘
陵
地
域
等
設
置
に
一
部
適
さ
な

い
地
域
あ
り
）。そ
の
後
、雨
水
浸
透

施
設
を
設
置
し
た
建
物
の
所
有
者
に

浸
透
施
設
を
無
償
譲
渡
し
、
建
物
の

所
有
者
が
維
持
・
管
理
を
し
ま
す
。

［
問
合
せ
先
］
緑
と
清
流
課

■
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
「
や
さ

し
さ
が
走
る 

こ
の
街
こ
の
道
路
」

［
期
間
］
４
月
６
日
㈰
～
15
日
㈫

［
運
動
の
基
本
］
①
全
て
の
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
②
自
転
車

の
安
全
利
用
の
推
進
③
飲
酒
運
転
根

絶
④
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止
［
問

合
せ
先
］
日
野
警
察
署
交
通
課
（
☎

586
・
０
１
１
０
）、
市
都
市
計
画
課

■
西
平
山
土
地
区
画
整
理
審
議
会
委

員
選
挙
（
５
月
11
日
㈰
執
行
予
定
）

の
立
候
補
を
受
け
付
け

［
日
時
］
４
月
８
日
㈫
～
17
日
㈭
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
※
土

曜
・
日
曜
日
も
受
付
［
受
付
場
所
］

市
役
所
３
階
区
画
整
理
課
［
定
員
］

所
有
権
の
部
11
人
、
借
地
権
の
部
１

人
［
問
合
せ
先
］
区
画
整
理
課

■
平
成
20
年
度
第
１
回
教
育
委
員
会

定
例
会

［
日
時
］
４
月
10
日
㈭
午
前
10
時
か

ら
※
傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
午
前
９

時
45
分
ま
で
に
市
役
所
５
階
教
育
部

庶
務
課
へ
。
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
［
問
合
せ
先
］
教
育
部
庶
務
課

■
若
年
者
雇
用
に
ご
協
力
を
！

　

若
年
者
の
就
業
促
進
を
図
る
た

め
、「
日
野
市
若
年
者
雇
用
奨
励
金

制
度
」
を
制
定
し
て
い
ま
す
。
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
若
年
者
ト
ラ
イ
ア
ル

雇
用
事
業
を
活
用
し
、
市
内
在
住
の

若
年
者
を
常
用
雇
用
し
た
事
業
主
に

奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

［
申
請
・
問
合
せ
先
］
産
業
振
興
課

■
大
工
さ
ん
・
職
人
さ
ん
を
紹
介

　
「
住
ま
い
の
増
改
築
や
小
さ
な
修

繕
な
ど
を
ど
こ
に
頼
め
ば
い
い
か
わ

か
ら
な
い
」「
大
工
さ
ん
や
職
人
さ

ん
の
心
当
た
り
が
な
い
」
と
い
う
方

の
た
め
に
市
が
市
内
の
建
設
業
団
体

を
通
じ
て
信
頼
出
来
る
業
者
を
紹
介

し
ま
す
。

［
お
受
け
出
来
る
内
容
］
増
改
築
・

改
装
・
修
繕
な
ど
［
問
合
せ
先
］
産

業
振
興
課

■
住
宅
改
修
工
事
に
対
す
る
助
成
制

度
を
実
施

　

木
造
住
宅
耐
震
補
強
工
事
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
対
応
工
事
に
対
し
て
助

成
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

［
対
象
住
宅
］
市
民
の
方
が
工
事
後

も
居
住
し
続
け
る
市
内
の
個
人
住
宅

［
対
象
工
事
］
市
内
に
事
務
所
等
を

有
す
る
事
業
者
が
施
工
し
た
も
の
※

必
ず
工
事
着
工
前
に
申
請
書
類
を
提

出
。
木
造
住
宅
耐
震
補
強
工
事
は
、

事
前
に
日
野
市
木
造
住
宅
耐
震
診
断

助
成
（
建
築
指
導
課
で
実
施
）
を
受

け
て
く
だ
さ
い
［
補
助
金
額
］
対
象

工
事
に
係
る
費
用
の
補
助
対
象
部
分

の
10
分
の
１
で
20
万
円
を
上
限
［
問

合
せ
先
］
産
業
振
興
課

■
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

　

地
方
自
治
法
の

改
正
で
公
共
的
団

体
等
に
限
定
さ
れ

て
い
た
公
の
施
設

の
管
理
が
、
民
間

事
業
者
を
含
む
団

体
へ
拡
大
さ
れ
ま

し
た
。
４
月
１
日

か
ら
こ
の
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入

す
る
施
設
と
指
定

管
理
者
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。

■
狂
犬
病
予
防
注
射
集
合
接
種

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
に
対
し
、
年

１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
集
合
接
種
に
参
加
出
来
な

か
っ
た
方
は
、
６
月
末
ま
で
に
動
物

病
院
な
ど
で
注
射
を
受
け
、
証
明
書

を
発
行
し
て
も
ら
い
、
市
役
所
３
階

環
境
保
全
課
で
済
票
の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　

日
程
は
左
表
の
と
お
り
／
３
千
550

円
／
環
境
保
全
課

■
事
業
者
が
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

ご
み
処
理
を
す
る
場
合
「
一
般
廃
棄

物
管
理
票
」
の
提
出
を

　

事
業
所
か
ら
出
た
ご
み
を
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
に
直
接
搬
入
し
た
り
、

業
者
に
依
頼
し
て
搬
入
さ
せ
て
い
る

全
て
の
事
業
者
は
、４
月
１
日
㈫
か

ら「
一
般
廃
棄
物
管
理
票（
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
）」の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す

（
市
に
ご
み
収
集
を
依
頼
し
て
い
る

少
量
排
出
事
業
所
は
対
象
外
）。

［
問
合
せ
先
］
ご
み
ゼ
ロ
推
進
課

（
☎
581
・
０
４
４
４
）

■
市
長
の
動
き
（
３
月
前
半
）

［
２
日
］
国
際
交
流
ス
ピ
ー
チ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
［
３
日
］
市
議
会
定
例

会
本
会
議
（
所
信
表
明
、議
案
上
程
）

［
５
・
６
日
］
市
議
会
定
例
会
本
会
議

（
一
般
質
問
）［
７
日
］
市
議
会
定
例

会
本
会
議
（
一
般
質
問
）、
環
境
講

演
会
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
・
地
域
で『
や
れ
る
こ
と
』『
で

き
る
こ
と
』」［
８
日
］
第
３
回
生
き

が
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
［
10
・
11
日
］
市

議
会
定
例
会
本
会
議
（
一
般
質
問
）

［
15
日
］
地
域
リ
ビ
ン
グ
「
ゆ
ざ
わ
・

こ
こ
か
ら
ネ
ッ
ト
」
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー

　

平
成
20
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会

で
議
長
に
手
嶋
精
一
郎
氏
（
71
歳
）、

副
議
長
に
秋
山
薫
氏
（
53
歳
）
が
そ

れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
委
員
会
の
委
員
も
次
の

よ
う
に
選
出
さ
れ
て
い
ま
す（
以
下
、

敬
称
略
。
◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委

市
議
会
の
議
会
構
成
が
決
定

議
長
・
副
議
長
、各
委
員
会
委
員
を
紹
介

秋山薫副議長

手嶋精一郎議長

保
留
地
・
市
有
地
を
公
売

●市有地の面積・価格
整理
番号 所在地 面積

(㎡) 坪 単価
(円/㎡)

価格
(円)

5 平山5-6-29 約123 約37 232,000 28,536,000 
6 平山5-6-30 約123 約37 232,000 28,536,000 
7 平山5-6-31 約123 約37 232,000 28,536,000 

※用途地域はすべて第 1 種低層住居専用地域、建ぺい・容積率は 50/100。別
途供給施設負担金が発生します。橋梁の使用については別途協定書を締結し
ます。土地区画整理事業完了後は水路の占用料がかかります

問
合
せ
先
市
区
画
整
理
課
、平
山
土
地
区
画
整
理

組
合
（
☎
599
・
２
６
８
１
）（
平
山
地
区

保
留
地
）、市
財
産
管
理
課
（
市
有
地
）平

山
城
址
公
園
駅

浅
　
川

京 王
 線

至高
幡不
動駅

平
山
橋

平山土地区画
整理組合事務所

JA

至
程
久
保
・

堀
之
内

水路

平山地区
センター
平山地区
センター

平山季重
ふれあい館
平山季重
ふれあい館

＝保留地
＝市有地

4-6

2-2

1-2

2-3

1-3
2-4

12-2

4-7

3-7
12-212-2

13-11
5 6
7 水
路

13-2

13-3
13-12

13-4

●指定管理者制度導入施設（各施設、指定期間は3年）
施設名 指定管理者 担当課

日野市地区広場（７施設）株式会社
日野市企業公社 緑と清流課日野市遊び場（6施設）

日野市立地区センター
（63 施設）

テルウェル東日本
株式会社

地域協働課
☎581-4112

●狂犬病予防注射日程（いずれも４月）
時　間 会　　場

20 日㈰
10:00 ～ 12:00 市役所第５駐車場（市役所西側）
13:30 ～ 15:00 駒形公園（ドッグラン）

21 日㈪

9:30 ～  9:50 市民陸上競技場駐車場
10:20 ～ 10:50 万願寺グラウンド駐車場
11:20 ～ 11:50 南百草地区センター（観音堂公園）
13:20 ～ 13:40 第二武蔵野台地区センター
14:10 ～ 14:30 おくやま公園
15:00 ～ 15:40 南平体育館駐車場

22 日㈫

9:30 ～ 10:00 河内公園
10:30 ～ 11:00 ねんも公園
11:30 ～ 11:50 まつばやし地区広場
13:20 ～ 13:40 新東光寺公園地区センター
14:10 ～ 14:40 多摩平第一公園（西側）
15:10 ～ 15:30 旭が丘南公園

23 日㈬

9：30 ～  9:50 日野台公園
10:20 ～ 10:40 旭が丘北公園
11:10 ～ 11:40 西平山第一公園
13:10 ～ 13:30 川北地区センター
14:00 ～ 14:20 第一豊田荘広場（たぬき公園）
14:50 ～ 15:40 日野中央公園

員
長
）。

★
常
任
委
員
会

［
企
画
総
務
委
員
会
］

◎
馬
場
賢
司　

○
奥
野
倫
子

西
野
正
人　

秋
山
薫　

江
口
和
雄

馬
場
繁
夫　

手
嶋
精
一
郎

［
市
民
文
教
委
員
会
］

◎
鈴
木
勝
豊　

○
佐
藤
洋
二

谷
和
彦　

池
田
利
恵　

中
谷
好
幸

森
田
美
津
雄　

田
原
茂

［
健
康
福
祉
委
員
会
］

◎
渡
辺
眞　

○
菅
原
直
志

大
高
哲
史　

清
水
登
志
子　

峯
岸
弘

行　

梅
田
俊
幸

［
環
境
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
］

◎
中
野
昭
人　

○
佐
瀬
昭
二
郎

今
井
昭
徳　

窪
田
知
子　

古
賀
壮
志

★
議
会
運
営
委
員
会

◎
田
原
茂　

○
谷
和
彦　

今
井
昭
徳

奥
野
倫
子　

鈴
木
勝
豊　

馬
場
賢
司

渡
辺
眞　

中
谷
好
幸　

手
嶋
精
一
郎

秋
山
薫

［
問
合
せ
先
］
議
会
事
務
局

5 ４月10日は「交通事故死ゼロを目指す日」です。交通安全に心がけましょう。

　

平
山
土
地
区
画
整
理
事
業
地
区
内
の
保
留
地
、
市

有
地
を
公
売
し
て
い
ま
す
。
駅
や
新
し
く
完
成
す
る

平
山
季す

え

重し
げ

ふ
れ
あ
い
館
（
12
面
参
照
）
に
近
い
だ
け

で
な
く
、川
や
丘
陵
な
ど
に
も
親
し
め
る
地
区
で
す
。

　

申
込
案
内
は
、
市
役
所
、
平
山
土
地
区
画
整
理
組

合
事
務
所
で
配
布
し
ま
す
（
配
布
方
法
等
は
下
表
参

照
）。

●保留地一覧表(平成20年4月)
整理
番号

面積
(約㎡)

坪
(約)

単価
(円/㎡)

価格
(円)

供給施設
負担金(円)

1-2 172 52 199,000 34,228,000 220,000 
1-3 151 45 250,200 37,780,200 220,000 
2-2 120 36 248,900 29,868,000 175,000 
2-3 121 36 272,500 32,972,500 175,000 
2-4 139 42 267,300 37,154,700 225,000 
3-7 145 43 255,000 36,975,000 185,100 
4-6 160 48 243,900 39,024,000 162,180 
4-7 156 47 243,900 38,048,400 162,180 
12-2 121 36 220,600 26,692,600 180,000 
13-2 130 39 225,900 29,367,000 275,344 
13-3 122 36 225,900 27,559,800 275,344 
13-4 122 36 225,900 27,559,800 275,344 
13-11 148 44 228,100 33,758,800 275,344 
13-12 148 44 228,100 33,758,800 275,344 

※用途地域は、第1 種低層住居専用地域、建ぺい・容積率は50/100。( 注意)13-2、
13-3、13-4、13-11、13-12 の区画は、水路に架橋した橋梁からの土地利用となり
ます。橋梁の使用については別途協定書を締結します。土地区画整理事業完了
後は水路の占用料がかかります

●案内配布場所、申込方法等一覧
案内配布場所 申込方法 申込資格 抽選日時・会場

保留地 平山土地区画整理組合事務所、市役所 3 階
区画整理課　※土曜・日曜日、祝日は除く

4 月 8 日㈫〜 21 日㈪午前 9 時〜午後 5 時に平山土
地区画整理組合事務所で

0 0

　※土曜・日曜日も受付
代金の支払い能
力がある個人

4 月 24 日㈭午前 10 時から平
山土地区画整理組合事務所

市有地 市役所 4 階財産管理課
※土曜・日曜日、祝日は除く 随時申込可能 代金の支払い能

力がある個人 ————

※随時申込可能な平山地区市有地は、午前 8 時 30 分 ~ 午後 5 時 15 分に財産管理課へ ( 土曜 ･ 日曜日、祝日を除く )。1 日を単位として、同日に複
数の方が申し込まれた場合はくじで決定します。1 人だけの申し込みであれば、受付時間終了後その方に買い取りの権利が生じます
※①申し込みは 1 人 1 通まで②同一世帯を構成している方は 1 人と判定 ( 今年 4 月 1 日以降の世帯分離は、分離前の世帯と同一世帯とします )
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67 次の世代に、“美しいふるさと”を渡そう

救　  急　  診　  療
必ず保険証をご持参ください

休日準夜診療所
（内科・小児科）

平日準夜こども
応急診療所（小児科）

日野本町1-7-2 ☎584-1661
土曜・日曜日、祝日

19：30～22：30（受け付けは22：20まで）
至立川駅

甲州街道 至立川

花輪病院

日
野
駅

中
央
線

川
崎
街
道生活・保健
センター前
バス停生活・保健

センター

中央自動車道 至高幡橋

（歩行者のみ）

高幡1011（福祉支援センター内）
 ☎592-9940

水曜・木曜・金曜日（祝日を除く）
19：30～22：30（受け付けは22：20まで）

至新井橋

京王線

至
百
草
園
駅

高幡不動尊

消防署 至多摩動物公園駅

高幡不動駅

モノレール高幡不動駅

休 日 歯 科
応 急 診 療 所

救急テレホンサービス
《24時間医療機関案内》

４月前期休日診療医
診療時間　9：00〜17：00

６日

１３日

救急病院４月前期宿日直予定表 …昼　 …夜
（注）診療科目は変更される場合があります。事前に救急テレホンサービスへ問い合わせを

日
病院名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
（火） （水） （木） （金） （土） （日） （月） （火） （水） （木） （金） （土） （日） （月） （火）

市 立 病 院
☎581-2677

多摩平第1公園

二中

交番

スーパー

中央線銀行

銀行

豊 田 駅

至
八
王
子
駅

多摩平団地

至
八
王
子

至
泉
塚

コニカミノルタ 多摩平五

至
泉
塚

  8：30　〜　17：00　　　　   17：00　〜　8：30

皮　

膚　

科

内　

科
・
泌
尿
器
科

眼
　
　

科

整
形
外
科

小
児
科
・
整
形
外
科

内　

科
・
整
形
外
科

眼
　
　

科

内　

科
・
眼　
　

科

内　

科
・
外　
　

科

耳
鼻
咽
喉
科

外
　
　

科

整
形
外
科

皮　

膚　

科

小
児
科
・
整
形
外
科

内　

科
・
整
形
外
科

耳
鼻
咽
喉
科

内
科
・
耳
鼻
咽
喉
科

泌
尿
器
科

外
　
　

科

産　　　　婦　　　　人　　　　科

花 輪 病 院
☎582-0061

至立川駅
至
立
川

日 

野 

駅

フ
ァ
ー
ス
ト

　

フ
ー
ド

八坂神社

スーパー

銀行

甲　州　街　道

中
央
線

  9：00〜17：00　 　18：00（土曜・日曜日、祝日は17：00）〜8：30（土曜日は9：00）

内　
　
　

科

外　
　
　

科

内　
　
　

科

内　
　
　

科

内
・
外
科

内
・
外
科

内
・
外
科

外　
　
　

科

内　
　
　

科

外　
　
　

科

内　
　
　

科

内　
　
　

科

内
・
外
科

内
・
外
科

内
・
外
科

外　
　
　

科

内　
　
　

科

保健師・助産師（必要に
応じて小児科医）による

電　話　相　談

♯8000（プッシュ回線の固定電話）　03-5285-8898（プッシュ回線以外の固定電話、携帯、ＰＨＳ等）
○小児救急医療に関する相談・育児相談・母子の健康相談全般　※電話相談のため医師が診断をするものではありません
○月曜〜金曜日（祝日を除く）の午後５時〜10時／土曜・日曜日、祝日、年末年始の午前９時〜午後５時

（歩行者のみ）

高幡1011（福祉支援センター内）
☎　594-2111　日曜日、祝日
９：００～17：00（受け付けは16：00まで）

モノレール高幡不動駅 至新井橋

京王線

高幡不動尊

消防署

至
百
草
園
駅

至多摩動物公園駅

高幡不動駅

○日野消防署	 ☎581-0119
　豊田出張所	 ☎582-0119
　高幡出張所	 ☎592-0119
○東京消防庁救急相談センター
	      ☎♯7119  　
（携帯電話、PHS、プッシュ回線から）

○東京都保健医療情報センター
　ひまわり	☎03-5272-0303
　外国人専用	 ☎03-5285-8181
　（9：00〜20：00）

母子保健健康通信欄  ※会場は生活・保健センター

ママ・パパクラス
（両親学級）
対象は妊婦
（概ね16～27週）と
パートナーなど。
予約制。

栄養・歯科・入浴法
のみの選択も可能
です（栄養・歯科は、
16週以前の受講も
出来ます）。

５月７日㈬・1４日㈬・２１日㈬
先輩ママとの交流会、妊娠ライフ
その他に以下も受講できます。

栄
養

４月３０日㈬または５月２８日㈬
10：00〜12：00
とても簡単な調理・試食ほか

歯
科

４月２３日㈬・２４日㈭
または５月２１日㈬・2２日㈭
1日目  9:30〜11:00 歯科健診
2日目 10:00〜12:00 口の中の衛生について

入
浴

４月１９日㈯または５月２４日㈯
10：00～12：00
赤ちゃんのためのお風呂の入れ方

健康診査 3～4カ月児、1歳6カ月児、3歳児
通知した日時に来場を

離乳食教室

初
期

４月７日㈪または１７日㈭10：00～11：30
概ね平成19年1１月生まれの乳児と保護者

中
期

４月1０日㈭10：00～11：30
概ね平成19年９月生まれの乳児と保護者

後
期

４月1１日㈮10：00～11：30
概ね平成19年７月生まれの乳児と保護者

完
了
期

４月２１日㈪10：00～11：30
概ね平成19年４月生まれの乳児と保護者

幼児食教室
※先着1５人程度

４月25日㈮10：00～11：30
1歳7カ月～2歳未満の幼児と保護者

※電話か市ホームページから電子申請で健康課（☎581―4111）へ申
し込みを
※転入された方へ…妊婦、３～４カ月児、６・９カ月児、１歳６カ月
児、3歳児の健康診査を受けていない方は健康課へご相談を

 すくすくクラブ
対象は生後4〜12カ月
児と保護者。時間はい
ずれも10:00～11:00

４月１４日㈪
（会場はあさひがおか児童館）

申
し
込
み
不
要
・

直
接
会
場
へ

４月1８日㈮
（会場はみなみだいら児童館）

４月２１日㈪
（会場はしんめい児童館）

４月２８日㈪
（会場はもぐさだい児童館）

※すくすくクラブの問合せ先は子ども家庭支援センター（☎589―
1260）、地域子ども家庭支援センター万願寺（☎586―1312）

　

い
ず
れ
も
、
申
込
み
・
問
合
せ

は
、
健
康
課
（
☎
581
・
４
１
１
１
）

■
各
種
予
防
接
種

▼
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

［
日
時
］
４
月
９
日
㈬
・
16
日
㈬
・

23
日
㈬
午
後
２
時
～
３
時
45
分
［
会

場
］生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー［
対
象
］

生
後
６
カ
月
未
満
で
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を

一
度
も
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

※
先
天
性
の
病
気
の
有
無
が
分
か
っ

て
く
る
生
後
３
カ
月
以
降
の
接
種
を

推
奨

▼
ポ
リ
オ
予
防
接
種　
　

［
日
程
・
会
場
］
４
月
11
日
㈮
・
18

日
㈮
・
21
日
㈪
…
生
活
・
保
健
セ
ン

タ
ー
、
14
日
㈪
・
17
日
㈭
…
福
祉
支

援
セ
ン
タ
ー
、
15
日
㈫
…
勤
労
・
青

年
会
館
、
16
日
㈬
…
平
山
季
重
ふ
れ

あ
い
館
、
い
ず
れ
も
、
時
間
は
午
後

２
時
～
２
時
45
分
※
車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮
を
［
対
象
］
生
後
３
カ
月
～

７
歳
６
カ
月
未
満（
接
種
当
日
）で
過

去
２
回
接
種
し
て
い
な
い
お
子
さ
ん

［
接
種
方
法
］
41
日
以
上
の
間
隔
を

あ
け
て
、
ワ
ク
チ
ン
を
２
回
飲
む

※
３
月
以
降
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
接
種
し
た

方
は
、
27
日
以
上
の
間
隔
を
あ
け
て

い
な
い
と
接
種
出
来
ま
せ
ん

　

い
ず
れ
も
、［
持
ち
物
］
母
子
健

康
手
帳
と
予
診
票
※
予
診
票
の
な
い

方
は
会
場
で
記
入
［
注
意
］
冊
子

「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」（
生

活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
内
健
康
課
、
市

役
所
１
階
市
民
相
談
窓
口
、
豊
田
駅

連
絡
所
、
七
生
支
所
で
配
布
）
を
読

み
、
予
防
接
種
や
副
反
応
に
つ
い
て

理
解
し
来
場
を

▼
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種
が
変
更

　

４
月
１
日
㈫
か
ら
中
学
１
年
生

（
第
３
期
＝
13
歳
に
相
当
す
る
方
）

及
び
高
校
３
年
生
（
第
４
期
＝
18
歳

に
相
当
す
る
方
）
も
法
定
接
種
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
今

月
中
に
予
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

［
接
種
期
間
］
平
成
21
年
３
月
31
日

㈫
ま
で
※
早
め
に
市
内
協
力
医
療
機

関
（
左
表
）
で
接
種
を
［
接
種
対
象

者
］
第
３
期
…
平
成
７
年
４
月
２
日

～
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
、
第

４
期
…
平
成
２
年
４
月
２
日
～
３
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

■
初
心
者
向
け
男
の
基
礎
料
理
塾

［
日
時
］
５
月
13
日
～
６
月
10
日
の

毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
～
午
後
１
時

（
全
５
回
）［
会
場
］
生
活
･
保
健
セ

ン
タ
ー
［
内
容
］
管
理
栄
養
士
に
よ

る
基
本
的
な
料
理
の
実
習
と
健
康
と

食
事
の
話
［
対
象
］
男
性
で
全
コ
ー

ス
出
席
可
能
な
方
※
基
本
的
な
料
理

が
出
来
る
方
、
以
前
参
加
し
た
こ
と

が
あ
る
方
は
不
可
［
定
員
］
先
着
24

人
［
費
用
］
１
回
400
円

■
臨
時
職
員
募
集

［
職
種
・
内
容
］
保
健
師
、
助
産
師

（
新
生
児
訪
問
、乳
幼
児
健
診
ほ
か
）、

事
務
員
（
事
務
補
助
）［
対
象
］
概

ね
50
歳
ま
で
［
募
集
人
数
］
若
干

人
［
応
募
方
法
］
４
月
９
日
㈬
（
必

着
）
ま
で
に
履
歴
書
と
資
格
証
（
保

健
師
、
助
産
師
の
み
）
の
写
し
を
、

〒
191―

０
０
１
１
日
野
本
町
１
の
６

の
２
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
内
健
康

課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

■
心
な
ん
で
も
健
康
相
談
（
専
門
医

に
よ
る
相
談
）

［
日
時
］
４
月
８
日
㈫
・
22
日
㈫
午

後
２
時
か
ら
※
申
込
制
［
会
場
］
生

活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

■
女
性
な
ん
で
も
健
康
相
談
（
産
婦

人
科
医
に
よ
る
相
談
）

［
日
時
］４
月
９
日
㈬
午
後
１
時
～
４ 

時
、
16
日
㈬
午
後
４
時
～
７
時
※
申

込
制［
会
場
］生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

■
塩
分
を
減
ら
そ
う
！
ク
ッ
キ
ン
グ

教
室
（
保
育
つ
き
）

［
日
時
］
４
月
23
日
㈬
午
前
10
時
～

正
午
［
会
場
］
生
活
･
保
健
セ
ン

タ
ー
［
内
容
］
栄
養
士
の
話
と
実
習

（
か
じ
き
の
カ
レ
ー
ム
ニ
エ
ル

ほ
か

ほ
　
か
）

［
対
象
］
同
献
立
を
受
講
し
て
い
な

い
方
※
先
着
順
で
１
歳
６
カ
月
以
上

の
未
就
園
児
10
人
の
保
育
あ
り
。
保

育
希
望
者
は
４
月
18
日
㈮
ま
で
に
申

し
込
み
を
［
定
員
］
先
着
24
人

■
妊
娠
準
備
の
た
め
の
健
康
料
理
教

室
（
電
子
申
請
可
）

［
日
時
］
４
月
30
日
㈬
午
前
10
時
～

11
時
30
分
［
会
場
］
生
活
･
保
健
セ

ン
タ
ー
［
内
容
］
と
て
も
大
切
な
妊

娠
前
か
ら
の
食
生
活
情
報
・
試
食
※

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
に
参

加
［
対
象
］
妊
娠
前
の
方
及
び
妊
娠

中
の
方

　

４
月
か
ら
、
公
費
負
担
の
受
診

票
交
付
枚
数
を
２
枚
か
ら
５
枚
に

変
更
し
ま
す
。

　

ま
た
、
受
診
票
の
様
式
や
検
査

項
目
が
一
部
変
わ
り
ま
す
。
３
月

ま
で
に
交
付
さ
れ
た
受
診
票
を
お

持
ち
の
方
も
、
４
月
以
降
は
そ
の

受
診
票
で
新
し
い
検
査
項
目
の
受

診
が
出
来
ま
す
。
す
で
に
妊
娠
届

け
出
を
し
、
２
枚
の
受
診
票
を
受

領
済
み
の
方
は
、
出
産
予
定
月
に

応
じ
て
追
加
交
付
し
ま
す
。

［
出
産
予
定
月
］
４
月
…
１
枚
、

５
・
６
月
…
２
枚
、
７
月
以
降
…

３
枚
［
申
請
場
所
］
生
活
・
保
健

セ
ン
タ
ー
内
健
康
課
［
申
請
時

期
］
４
月
１
日
㈫
～
30
日
㈬
の
月

曜
〜
土
曜
日
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
※
祝
日
を
除
く
［
持
ち

物
］
母
子
健
康
手
帳
［
問
合
せ

先
］
健
康
課
（
☎
581
・
４
１
１

１
）

●麻しん風しん混合第3期・第4期予防接種実施医療機関一覧表
医療機関名 所在地 電話 3期 4期

アカシアクリニック 日野本町2-16-36 日野グロリア 1階 587-8616 ○ ○
石塚医院 多摩平2-3-4 オリエント丹野マンション豊田1階 584-4111 ○ ○
牛尾医院 平山6-5-13 591-2001 ○ ○
内田外科皮膚科 旭が丘2-3-16 584-1313 ○ ○
おおしろクリニック 神明3-6-16 アメニティ明和館 1階 589-6780 ○ ○
川崎クリニック 高幡1000-2 三井住友銀行ビル 6階 599-0036 ○ ○
小林医院 豊田4-34-4 581-0433 ○ ○
小松医院 多摩平4-9-1 581-0474 ○ ○
佐々木クリニック 多摩平1-8-10 585-2591 ○ ○
佐々木クリニック豊田 東平山3-1-1 585-8063 ○ ○
塩谷医院 日野1077-33 581-0158 ○ ○
市立病院（※） 多摩平4-3-1 581-2677 ○ ―
真貝小児科医院 日野602-2 585-1731 ○ ○
須賀小児科 高幡328 森久保医療ビル 1階 593-7888 ○ ○
高瀬内科クリニック 新町1-2-59 エスペラール 1階 582-7228 ○ ○
高梨内科泌尿器科クリニック 新町1-3-8 シャルマンビル １階 585-2347 ○ ○
多摩平小児科 多摩平7-6-3 584-6002 ○ ○
寺田医院 落川2011-11 591-2852 ○ ○
長谷クリニック 多摩平1-6-17 584-6116 ○ ○
にしくぼクリニック 石田2-9-21 589-3532 ○ ○
橋本クリニック 東豊田4-23-10 586-7725 ○ ○
原クリニック 程久保3-18-30 591-6613 ○ ○
土方クリニック 万願寺1-13-1 587-7171 ○ ○
日野台診療所 日野台4-26-16 581-6175 ○ ○
福岡医院 南平8-10-27 591-3600 ○ ○
福本医院 南平3-20-32 593-1661 ○ ○
伏木医院 旭が丘6-10-7 584-2877 ○ ○
みぞべこどもクリニック 高幡507-4 リーデンススクエア高幡不動 1階 592-2311 ○ ○
百草の森ふれあいクリニック 百草1042-20 599-7068 ○ ○
望月医院 多摩平6-31-4 581-0504 ○ ○
森久保クリニック 高幡328 森久保医療ビル 1階 594-6778 ○ ○
山本クリニック 神明4-24-1 584-5633 ○ ○
※市立病院については、接種出来るかどうか直接お問い合わせください

■
市
立
病
院
の
機
能
を
発
揮
す
る

た
め
に
紹
介
受
診
に
ご
理
解
を　

院
長　

熊
井
浩
一
郎

　

高
度
で
専
門
的
な
医
療
を
市
民

の
皆
様
に

提
供
す
る

こ
と
が
当

院
の
使
命

で
す
が
、

勤
務
医
、
看
護
師
不
足
の
社
会
的

現
象
は
当
院
も
直
撃
し
て
お
り
、

本
来
の
機
能
を
十
分
に
果
た
せ
て

お
り
ま
せ
ん
。
打
開
策
と
し
て
、

毎
日
900
人
ほ
ど
来
院
さ
れ
る
外
来

患
者
様
に
、
ま
ず
か
か
り
つ
け
医

を
受
診
さ
れ
、
入
院
や
精
密
検

査
、
手
術
が
必
要
な
時
に
当
院
を

紹
介
受
診
し
て
い
た
だ
き
、
病
状

が
安
定
し
た
方
に
は
か
か
り
つ
け

医
に
逆
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と

に
よ
り
不
足
し
て
い
る
医
師
の
力

を
、
本
来
の
役
割
に
振
り
向
け
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。
病
院
と
診
療

所
が
役
割
分
担
（
病
診
連
携
と
い

い
ま
す
）
す
る
こ
と
が
、
強
力
な

病
院
赤
字
改
善
策
に
も
な
る
の
で

す
。

　

２
次
救
急
病
院
や
災
害
時
拠
点

病
院
と
し
て
の
機
能
を
果
た
せ

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
様
に
は
紹
介
受
診

に
ぜ
ひ
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

今
号
か
ら
１
年
間
、
毎
月
１
日

号
で
各
診
療
科
の
医
師
た
ち
が
リ

レ
ー
形
式
で
、
市
立
病
院
が
行
う

質
の
高
い
診
療
技
術
や
検
査
な
ど

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

［
問
合
せ
先
］
市
立
病
院
（
☎
581 

・
２
６
７
７
）

妊
婦
健
康
診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

４月から庁内組織の一部を改正
　行政課題に対応するため、市役
所の組織の一部を改正しました。
▶高齢福祉課に介護給付係を設置
　介護保険係を１係から２係制と
します。介護保険の給付適正化関
連、事業者指導関連とその他給付
関連を担当します。窓口は市役所
２階です。

▶教育委員会に特別支援教育推進
チームを設置
　特別支援教育における学校への
支援体制を強化し、より一層の教
育の充実を図ります。相談窓口の
一本化、臨床心理士を配置した就
学相談・入級相談等の相談システ
ムの円滑化、学校の支援等を担当
します。窓口は、市役所５階です。
▷問合せ先＝企画調整課

障害のある児童・生徒一人ひとりに適切な教育を支援
「特別支援教育推進チーム」を設置

　市は、障害の種類や程度に応じ特別の場で指導を行う「特殊教育」から、障害の
ある児童 ･ 生徒一人ひとりの教育的ニーズに応じて適切な教育的支援を行う「特別
支援教育」への転換を図っています。今年度は、学校への支援体制を強化し、特別
支援教育の一層の充実を図ります。そのために、特別支援教育に特化して機動力を
発揮する組織を設置し、以下のようなことに取り組みます。

［問合せ先］特別支援教育推進チーム

①学校、保護者からの相談の窓口を一本
化します。
②専門の臨床心理士を配置し、就学相談、
入級相談、転学相談などの相談システム
を円滑にします。 
③専門家チームを派遣するなど学校を支
援します。
④障害者のライフステージ（未就学〜就
学〜就労）を一本化した支援を目指し、
関係部局、関係機関と連携を図ります。

◆就学相談の実施…特別支援学級への入
級・転学に関わる相談を行います。
◆特別支援に関わる相談への対応…知
的・情緒・難聴・言語・視覚など障害に
関する相談に対応します。
◆学校の取り組みに対する支援…巡回相
談や専門委員会を行い、専門家による支
援をします。特別支援に対する研修を充
実させ、理解などを進め、教員の指導力
の向上を図ります。
◆関係機関との連携…関係部局や機関との
連絡会などを開き、取り組みを進めます。

特別支援教育推進チーム設置の目的 特別支援教育推進チームの活動

➡

特別支援にかかわる連携体制

市役所内の連携

子ども部

健康福祉部

まちづくり部

関係機関

明星大学

特別支援学校

医療機関

希望の家

子ども家庭
支援センター

特別支援相談窓口
↓

・特別支援一般相談
・就学相談
・入級相談・転学相談

特別支援教育推進チーム

研修会の企画・運営
特別支援学級等の指導
・巡回相談（定期訪問）
・巡回相談（要請訪問）
・専門委員会

相
談
体
制

学
校
支
援

特別支援教育推進
チ ー ム へ の 相 談
は、主に特別支援
に関わるもの

学校教育相
談（適応指
導教室）

一般教育相
談（教育相
談室）

教育センター 児童・生徒
保　護　者

小・中学校

通 常 学 級
リソースルーム

校
内
委
員
会

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

特
別
支
援
学
級

（
固
定
学
級
）

特
別
支
援
学
級

（
通
級
学
級
）

■
４
月
１
日
か
ら
固
定
資
産
の
縦
覧
、

課
税
台
帳
の
閲
覧
が
始
ま
り
ま
す

▼
固
定
資
産
の
縦
覧

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
市
内
の

土
地
・
家
屋
の
評
価
額
な
ど
を
載
せ

た
「
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
を
縦
覧
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

［
縦
覧
期
間
・
場
所
］
６
月
２
日
㈪

ま
で
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分（
土
曜
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

に
市
役
所
１
階
資
産
税
課
で
［
縦
覧

出
来
る
方
］
日
野
市
の
固
定
資
産
税

の
納
税
者
及
び
そ
の
代
理
の
方
［
必

要
書
類
］
納
税
通
知
書
、
健
康
保
険

証
、
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認

が
出
来
る
も
の
※
代
理
の
方
は
委
任

状
。
法
人
は
代
表
者
印
の
あ
る
申
請

書
ま
た
は
委
任
状

▼
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

納
税
義
務
者
は
本
人
の
資
産
の
課

税
台
帳
（
名
寄
帳
）
を
閲
覧
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
土
地
や
家

屋
を
借
り
て
い
る
方
や
権
利
関
係
に

あ
る
方
も
該
当
す
る
資
産
の
課
税
台

帳
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

［
閲
覧
期
間
・
場
所
］通
年
の
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分（
土
曜
・
日

曜
日
、祝
日
を
除
く
）に
市
役
所
１
階

資
産
税
課
で［
閲
覧
出
来
る
方
］土
地
、

家
屋
、
償
却
資
産
の
所
有
者
及
び
そ

の
代
理
の
方
※
土
地
や
家
屋
を
借
り

て
い
る
方
な
ど
は
そ
の
対
象
の
物
件

に
限
る
［
必
要
書
類
］
納
税
通
知
書
、

健
康
保
険
証
、
運
転
免
許
証
な
ど
本

人
確
認
が
出
来
る
も
の
※
代
理
の
方

は
委
任
状
。
法
人
は
代
表
者
印
の
あ

る
申
請
書
ま
た
は
委
任
状
。
土
地
や

家
屋
を
借
り
て
い
る
方
な
ど
は
そ
の

こ
と
を
確
認
出
来
る
書
類
（
賃
貸
借

契
約
書
な
ど
）［
手
数
料
］１
冊
200
円

※
納
税
義
務
者
は
縦
覧
期
間
中
無
料

▼
審
査
の
申
出

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ

た
価
格
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
納

税
通
知
書
ま
た
は
価
格
決
定
通
知
書

を
受
け
取
っ
た
日
後
60
日
ま
で
に
、

日
野
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

へ
文
書
で
審
査
の
申
出
が
出
来
ま

す
。

▼
納
税
通
知
書
の
発
送

　

平
成
20
年
度
納
税
通
知
書
の
発
送

は
５
月
１
日
㈭
の
予
定
で
す
。

［
問
合
せ
先
］
資
産
税
課

■
市
立
病
院
正
規
職
員

［
職
種
］
①
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
②
診
療
情
報
管
理
士
［
募
集
人

数
］
各
１
人
［
資
格
］
い
ず
れ
も

昭
和
47
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で

①
は
「
社
会
福
祉
士
」、
②
は｢

診

療
情
報
管
理
士｣

の
資
格
取
得
者
で

そ
れ
ぞ
れ
医
療
機
関
で
の
実
務
経
験

が
３
年
以
上
あ
る
方
［
試
験
日
］
４

月
24
日
㈭
午
前
９
時
か
ら
［
提
出
書

類
］
最
終
学
歴
の
卒
業
証
明
書
、
成

績
証
明
書
、
資
格
証
の
写
し
、
所
定

の
試
験
申
込
書
（
市
役
所
４
階
職
員

課
と
市
立
病
院
３
階
総
務
課
に
あ

り
※
自
宅
郵
送
可
。
要
連
絡
）
に
写

真
を
添
付
し
、
４
月
18
日
㈮
ま
で
に

〒
191
︱
０
０
６
２
多
摩
平
４
の
３
の

１
日
野
市
立
病
院
総
務
課
（
☎
581
・

２
６
７
７
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

■
市
立
病
院
臨
時
職
員

［
職
種
］
医
療
事
務
［
資
格
］
有
資

格
者
で
健
康
な
方
［
募
集
人
数
］
１

人［
応
募
方
法
］履
歴
書（
写
真
添
付
）

と
資
格
証
の
写
し
を
市
立
病
院
３
階

総
務
課
（
☎
581
・
２
６
７
７
）
へ
持

参
※
後
日
面
接

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
案

内
説
明
会

［
日
時
］4
月
4
日
㈮
・
18
日
㈮
午
前

９
時
30
分
～
正
午
［
会
場
］
４
日
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
18
日
は

勤
労
・
青
年
会
館［
内
容
］事
業
紹
介
、

概
要
説
明
［
対
象
］
60
歳
以
上
の
方

［
問
合
せ
先
］
日
野
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
（
☎
581
・
８
１
７
１
）

■
介
護
保
険
運
営
協
議
会
市
民
委
員

［
任
期
］
４
月
か
ら
１
年
間
［
内
容
］

介
護
保
険
の
適
正
な
運
営
と
、
第
４

期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
を
協

議
［
募
集
人
数
］
３
人
［
対
象
］
市

内
在
住
で
平
日
に
月
１
回
程
度
開
催

の
会
議
に
参
加
出
来
る
方
［
応
募

方
法
］
４
月
15
日
㈫
（
必
着
）
ま
で

に
、
作
文
「
高
齢
者
福
祉
に
対
す
る

意
見
」（
400
字
以
内
）
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
生
年
月
日
を
記
入

し
、
〒
191
︱
８
６
８
６
日
野
市
役
所

高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
係
へ
郵
送
ま

た
は
持
参

■
公
共
施
設
の
小
規
模
修
繕
等
に
関

わ
る
業
者

　

小
規
模
事
業
者
が
公
共
施
設
の
小

規
模
な
修
繕
を
受
注
出
来
る
制
度
を

行
っ
て
い
ま
す
。

［
登
録
要
件
］
①
日
野
市
内
に
引
き

続
き
１
年
以
上
住
所
を
有
す
る
個
人

ま
た
は
事
業
所
を
有
す
る
法
人
②
日

野
市
競
争
入
札
参
加
資
格
登
録
を
し

て
い
な
い
、
ま
た
は
登
録
し
て
い
て

も
平
成
19
年
度
に
受
注
実
績
の
な
い

小
規
模
事
業
者
等
［
対
象
業
種
］
建

築
・
塗
装･

内
装
・
建
具
・
鉄
工･

左
官
・
ガ
ラ
ス
・
畳
・
防
水
・
電
気
・

空
調
設
備
・
給
排
水
衛
生
設
備
・
土

木
・
造
園
等
［
必
要
書
類
］
身
分
を

証
明
す
る
も
の
、
前
年
度
分
市
民
税

等
納
税
証
明
書
、
工
事
実
績
一
覧
表

等
［
登
録
受
付
］
４
月
８
日
㈫
ま
で

の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
土
曜
・

日
曜
日
を
除
く
）
ま
で
に
日
野
市
商

工
会
事
務
局
（
☎
581
・
３
６
６
６

586
・
６
０
６
３
）
へ
※
登
録
要
項
等

詳
細
資
料
は
日
野
市
商
工
会
に

あり あ
　
り

［
問
合
せ
］
市
産
業
振
興
課

■
登
録
統
計
調
査
員

　

市
内
で
行
わ
れ
る
国
の
各
種
統
計

調
査
の
調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

［
応
募
資
格
］
満
20
歳
以
上
の
方
※

警
察
、
税
務
の
仕
事
に
従
事
し
て
い

る
方
、
選
挙
に
直
接
関
係
し
て
い
る

方
は
除
く
［
応
募
方
法
］
４
月
30
日

㈬
ま
で
に
、
申
込
書
（
市
役
所
４
階

総
務
課
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
総
務
課
へ
持
参

主に心理的要因によっ
て登校出来ない児童・
生徒のための、学校復
帰や社会的自立を目指
した支援を行います

子育て・しつけの悩
みなど、学校での気
になる子どもの様子 
・生活上の悩みなど
の相談に応じます
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館
･
も
ぐ
さ
だ
い
児
童
館

は
申
込
み
時
に
ハ
ガ
キ
を

持
参
／
み
さ
わ
児
童
館
は
、

電
子
申
請
可

■
小
学
校
校
庭
を
遊
び
場

と
し
て
開
放
し
て
い
ま
す

　

毎
週
土
曜
日
の
午
前
９

時
～
正
午
、地
域
の
児
童
及

び
幼
児
を
対
象
に
、小
学
校

の
校
庭
を
遊
び
場
と
し
て

開
放
し
て
い
ま
す
。開
放
に

あ
た
っ
て
は
、市
政
協
力
員

の
方
を
配
置
し
、安
全
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。※
利
用
の
際
は
、直
接
学

校
へ（
雨
天
中
止
、土
曜
日
が
祝
日
の

場
合
や
行
事
等
が
あ
る
場
合
は
遊
び

場
開
放
な
し
） （
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
）

■
郷
土
資
料
館
の
体
験
型
事
業
参
加

者
募
集
！　

▼
08
年
郷
土
資
料
館
エ
コ
・
ラ
イ
フ

ク
ラ
ブ

　

農
家
の
指
導
で
米
・
麦
や
大
豆
な

ど
を
作
っ
た
り
、
餅
や
う
ど
ん
、
豆

腐
や
わ
ら
ぞ
う
り
づ
く
り
な
ど
を
体

験
し
な
が
ら
昔
か
ら
の
知
恵
を
学
び

ま
す
。
秋
に
は
収
穫
祭
な
ど
を
行
い

ま
す
。

　

年
間
を
通
し
て
参
加
出
来
る
方
対

象
※
小
学
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
／

150
人
／
一
部
実
費
負
担

あり あ
　
り

▼
雑
木
林
探
検
隊

　

郷
土
資
料
館
付
近
の
緑
地
を
中
心

に
四
季
の
雑
木
林
を
楽
し
み
ま
す
。

動
植
物
観
察
、
自
然
素
材
の
工
作
な

ど
、
土
曜
日
を
中
心
に
年
６
回
開
催

予
定
／
小
学
生
未
満
は
保
護
者
同
伴

／
先
着
30
人

　

以
上
、
い
ず
れ
も
郷
土
資
料
館

（
☎
592
・
０
９
８
１
）
へ

■
生
け
垣
講
習
会

　

４
月
19
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午
※

小
雨
実
施
／
㈶
日
野
市
環
境
緑
化
協

会
ほ
か

ほ
　
か
／
講
師
・
西
川
和
正
氏
（
綿
半

イ
ン
テ
ッ
ク
㈱
多
摩
支
店
）
／
先
着

20
人
／
軍
手
、
剪せ

ん
て
い定
バ
サ
ミ
持
参
※

作
業
に
適
し
た
服
装
で
／
緑
と
清
流

課
緑
政
係
へ
申
込　

■
あ
な
た
の
企
画
が
現
実
に
！
市
民

自
主
企
画
講
座
募
集

　

男
女
平
等
を
推
進
す
る
に
あ
た

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
創
意
と
工

夫
に
よ
り
自
ら
企
画
し
た
講
座
に
対

し
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
、
そ
の
費

用
の
一
部
を
支
援
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
普
段
、
講
座
等
に
参
加
さ
れ

て
い
る
方
、
こ
ん
な
講
座
を
や
っ
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
方
、
ぜ
ひ
自

分
の
企
画
を
実
現
さ
せ
て
み
ま
せ
ん

か
。
団
塊
世
代
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
さ

ま
ざ
ま
な
企
画
を
実
施
出
来
ま
す
。

　

５
月
20
日
㈫
ま
で
に
男
女
平
等
課

（
☎
584
・
２
７
３
３

danjyo@
city.hino.lg.jp

）へ

■
か
し
の
木
学
級
受
講
生
募
集

　

５
月
～
平
成
21
年
２
月
／
科
目
等

は
左
表
の
と
お
り
／
市
内
在
住
の
60

歳
以
上
の
方
対
象
／
教
材
費
の
み
実

費
／
４
月
10
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に

往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に

「
か
し
の
木
学
級
申
込
み
」、
希
望
科

目
（
第
２
希
望
ま
で
）、住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、電
話
番
号
を
記

入
し
、
〒
191―

８
６
８
６
日
野
市
役

所
高
齢
福
祉
課
へ
※
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
。
募
集
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
市
役
所
１
階
市
民
相
談
窓
口
・

２
階
高
齢
福
祉
課
、
七
生
支
所
、豊

田
駅
連
絡
所
、中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

中
央
図
書
館
、中
央
公
民
館
に

あり あ
　
り

■
手
話
講
習
会
受
講
者
募
集

　

５
月
７
日
～
平
成
21
年
３
月
11
日

の
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
／

中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
で
年
間
を
通
し
て
受
講

可
能
な
高
校
生
以
上
の
方
対
象
※
左

表
参
照
／
各
コ
ー
ス
25
人
※
申
込
多

数
の
場
合
は
抽
選
／
テ
キ
ス
ト
・
資

料
代
等
は
実
費
負
担
／
４
月
20
日
㈰

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏

面
に
受
講
希
望
ク
ラ
ス
、
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
会
社
名

ま
た
は
学
校
名
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番

号
、
受
講
動
機
、
手
話
学
習
歴
、
そ

の
他
（
障
害
等
）
を
記
入
し
、
〒
191

―

０
０
１
１
日
野
本
町
７
の
５
の
23

日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
582
・

２
３
１
９
）
へ

■
シ
ニ
ア
の
た
め
の
携
帯
電
話
講
習

会
　

入
門
コ
ー
ス
（
機
能
を
使
い
基
本

操
作
・
初
心
者
向
け
）
…
４
月
８
日

㈫
、
６
月
10
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～

４
時
30
分
、
初
級
コ
ー
ス
（
便
利
な

機
能
を
使
う
、
入
門
コ
ー
ス
を
終
了

さ
れ
た
方
向
け
）
…
５
月
13
日
㈫
、

７
月
８
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～
４
時

30
分
／
ひ
の
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
（
甲
州
街
道
駅
徒
歩
３
分
）
／

各
先
着
15
人
※
最
小
催
行
10
人
／
１

千
円
（
教
材
費
等
）
／
携
帯
電
話

あり あ
　
り

／
ひ
の
市
民
活
動
団
体
連
絡
会
（
☎

581
・
６
１
４
４
月
曜
～
金
曜
日
午
後

１
時
～
５
時
）
へ
申
込

分
か
ら
実
施
の
有
無
を
回
答

■
「
サ
ー
ク
ル
団
体
施
設
ガ
イ
ド
」

掲
載
団
体
を
募
集

　
「
サ
ー
ク
ル
団
体
施
設
ガ
イ
ド
」

に
掲
載
を
希
望
す
る
団
体
は
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
政
治
・
宗
教
・
営
利

に
関
係
す
る
団
体
は
掲
載
出
来
ま
せ

ん
。

　

４
月
11
日
㈮
ま
で
に
①
サ
ー
ク
ル

（
団
体
）
名
②
代
表
者
の
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
③
連
絡
先
の
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
④
活
動
日
・
時

間
・
場
所
・
会
員
数
⑤
活
動
内
容

（
100
字
程
度
）
を
記
入
し
、
〒
191―

８
６
８
６
日
野
市
役
所
文
化
ス
ポ
ー

ツ
課
（

583
・
９
６
８
４

sgak 
usyu@

city.hino.lg.jp

）
へ

子
ど
も・保
護
者

向
け
イ
ベ
ン
ト

子
ど
も・保
護
者

向
け
イ
ベ
ン
ト

■
図
書
館
の
お
は
な
し
会

　

４
月
２
日
㈬
・
16
日
㈬
…
高
幡
図

書
館（
☎
591
・
７
３
２
２
）、３
日
㈭
・

10
日
㈭
・
17
日
㈭
…
多
摩
平
図
書
館

（
☎
583
・
２
５
６
１
）、９
日
㈬
…
中
央

図
書
館（
☎
586
・
０
５
８
４
）、23
日
㈬

…
百
草
図
書
館（
☎
594
・
４
６
４
６
）

／
い
ず
れ
も
０
～
２
歳
児
、３
～
６

歳
児
、小
学
生
以
上
対
象
／
時
間
は

問
い
合
わ
せ
を
。
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
図
書
館
休
館
日
の
お
知
ら
せ

　

４
月
29
日
㈫
は
祝
日
の
た
め
市
政

図
書
室
は
休
館
し
ま
す
。

（
中
央
図
書
館
☎
586
・
０
５
８
４
）

■
４
月
の
児
童
館

▼
つ
く
ろ
う
！「
手
作
り
ペ
ン
立
て
」 

　

５
日
㈯
午
後
３
時
30
分
～
４
時
30

分
／
小
学
生
以
上
対
象
／
先
着
15
人

／
上
履
き
持
参
／
１
日
㈫
か
ら
ひ
の

児
童
館
（
☎
581
・
７
６
７
５
）
へ

▼
ち
び
っ
こ
ひ
ろ
ば

　

８
日
㈫
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

分
／
０
～
３
歳
児
と
保
護
者
対
象
／

ひ
の
児
童
館
万
願
寺
分
館
（
☎
583
・

３
３
０
９
）

▼
ピ
カ
ピ
カ
１
年
生
あ
つ
ま
れ
☆

　

８
日
㈫
午
後
２
時
～
３
時
30
分
／

小
学
１
年
生
対
象
／
先
着
30
人
／
２

日
㈬
午
後
３
時
か
ら
あ
さ
ひ
が
お
か

児
童
館
（
☎
583
・
４
３
４
６
）
へ

▼
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
（
ベ
ビ
ー
）

　

①
９
日
㈬
午
前
10
時
30
分
～
11
時

…
「
さ
く
ら
ん
ぼ
ち
ゃ
ん
」（
３
～
８

カ
月
児
と
保
護
者
対
象
）②
９
日
㈬

午
前
11
時
10
分
～
11
時
40
分
…
「
い

ち
ご
ち
ゃ
ん
」（
９
カ
月
～
１
歳
児
と

保
護
者
対
象
）
／
手
遊
び
や
マ
ッ

サ
ー
ジ
／
み
な
み
だ
い
ら
児
童
館
ぷ

ら
ね
っ
と（
☎
599
・
０
１
６
６
）

▼
幼
児
の
広
場

　

10
日
㈭
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

分
／
体
操
、手
遊
び
、ア
ス
レ
チ
ッ
ク

な
ど な
　
ど
／
乳
幼
児
と
保
護
者
対
象
／
も
ぐ

さ
だ
い
児
童
館（
☎
591
・
７
０
０
１
）

▼
新
１
年
生
あ
つ
ま
れ

　

17
日
㈭
午
後
２
時
～
３
時
30
分
／

小
学
１
年
生
対
象
／
先
着
30
人
／
50

円
（
お
や
つ
代
）
／
１
日
㈫
午
前
９

時
30
分
か
ら
ひ
ら
や
ま
児
童
館
（
☎

592
・
６
８
１
１
）
へ

▼
新
１
年
生
あ
つ
ま
れ

　

23
日
㈬
午
後
３
時
30
分
～
４
時
30

分
／
小
学
１
年
生
対
象
／
み
さ
わ
児

童
館
（
☎
591
・
３
４
５
６
）

▼
ち
び
っ
こ
の
日

　

23
日
㈬
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

分
／
手
遊
び
、
リ
ズ
ム
体
操

な
ど な
　
ど
／
乳

幼
児
と
保
護
者
対
象
／
し
ん
め
い
児

童
館
（
☎
583
・
６
５
８
８
）

■
幼
児
の
日
参
加
者
募
集

　

コ
ー
ス
・
活
動
日
時
等
は
左
表
の

と
お
り
※
年
間
登
録
制
で
月
１
～
３

回
程
度
活
動
。

重
複
申
込
は
不

可
／
乳
幼
児
と

保
護
者
対
象
／

４
月
３
日
㈭
～

５
日
㈯
午
前
９

時
30
分
～
午
後

６
時
（
た
ま
だ

い
ら
児
童
館
と

み
な
み
だ
い
ら

児
童
館
は
午
後

７
時
ま
で
）
に

各
児
童
館
へ
※

あ
さ
ひ
が
お
か

児
童
館
･
た
ま

だ
い
ら
児
童

館
・
ひ
の
児
童

■
多
摩
川
・
浅
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

　

４
月
13
日
㈰
午
前
９
時
25
分
ふ
れ

あ
い
橋
北
詰
（
本
部
）
ほ
か
７
カ
所

集
合
（
下
図
参
照
）。
午
前
11
時
解

散
予
定
※
小
雨
実
施
／
清
掃
区
間
…

Ｊ
Ｒ
中
央
線
鉄
橋
～
浅
川
合
流
点
の

多
摩
川
右
岸
・
長
沼
橋
～
府
中
四
谷

橋
の
浅
川
両
岸
／
緑
と
清
流
課
※
当

日
、
雨
天
の
場
合
は
、
午
前
７
時
30

●かしの木学級日程
科目（定員） 回数 日　程 時　間 会　場

民謡（20 人） 18 回 第 1・第 3 木曜日 13:30 ～ 15:30

中央福祉センター

太極拳（30 人） 18 回 第 2・第 4 木曜日 13:00 ～ 15:00
絵手紙（25 人） 18 回 第 1・第 3 火曜日 13:30 ～ 15:30
フォークダンス

（30 人） 18 回 第 1・第 3 土曜日 13:30 ～ 15:30

社交ダンス（30 人）18 回 第 1・第 3 火曜日 10:00 ～ 12:00
水彩画（25 人） 18 回 第 2・第 4 土曜日 10:00 ～ 12:00
書道（20 人） 18 回 第 2・第 4 水曜日 10:00 ～ 12:00
読み語り（8 人） 10 回 第 2・第 4 木曜日 9:30 ～ 11:30

俳句（15 人） 18 回 第 2・第 4 水曜日 13:00 ～ 15:00 七生福祉センター
（七生公会堂 1 階）

パソコン
（各クラス 10 人）

9 回 A）5 月 13 日〜 ７ 月
8 日の毎週火曜日 10:00 ～ 12:00

シルバー人材セン
ター

9 回 B）5 月 13 日〜7  月
8 日の毎週火曜日 13:00 ～ 15:00

9 回 C）9 月 2 日〜 11 月
4 日の毎週火曜日 10:00 ～ 12:00

9 回 D）9 月 2 日〜 11 月
4 日の毎週火曜日 13:00 ～ 15:00

デジカメ（10 人） 10 回 第 2・第 4 金曜日 9:30 〜 12:00 市役所 5 階 504 会議室
史跡探訪（20 人） 4 回 隔週木曜日 9:00 ～ 12:00 市内現地
※日程は月によって、変更になる場合があります。詳細は問い合わせを

●手話講習会
講　座 対　象 回数

養成コース
初級

１～２年程度の手
話学習経験者 37

養成コース
中級

２～３年程度の手
話学習経験者 37

養成コース
上級

３～４年程度の手
話学習経験者かつ
全国手話通訳者試
験を受け、合格後
に手話通訳者とし
て活動する意志の
ある者

37

●「幼児の日」日程
児童館 日　　時 対　　象（定員）

ひの児童館
☎ 581―7675

木曜日（月 2 ～ 3 回）
10:00 ～ 11:00 2 歳児（40 組程度）

水曜日（月 2 ～ 3 回）
10:00 ～ 11:00 3 歳児（40 組程度）

あさひがおか児童館
☎ 583―4346
※下記参照

水曜日（月 1 ～ 2 回）
10:00 ～ 11:00

2 歳児、2 コース
（各コース 36 組）

木曜日（月 2 ～ 3 回）
10:00 ～ 11:00 3 歳児（36 組）

ひらやま児童館
☎ 592―6811

木曜日
10:00 ～ 11:00 2 歳児（先着 50 組）

水曜日
10:00 ～ 11:00 3 歳児（先着 36 組）

もぐさだい児童館
☎ 591−7001

水曜日（月 1 ～ 2 回）
10:10 ～ 11:10

1・2・3 歳合同 2 クラス
（各クラス 30 組）

みさわ児童館
☎ 591―3456

木曜日（月 1 ～ 2 回）
10:30 ～ 11:30

1 歳児（40 組程度）
2 歳児（40 組程度）

水曜日（月 1 ～ 2 回）
10:30 ～ 11:30 3 歳児（40 組程度）

しんめい児童館
☎ 583―6588

木曜日（月 1 ～３回）
10:30 ～ 11:30 2 歳児（20 組程度）

水曜日（月 1 ～ 2 回）
10:30 ～ 11:30 3 歳児（20 組程度）

ひの児童館
万願寺分館
☎ 583―3309

木曜日（月 1 ～ 2 回）
10:00 ～ 11:00 2 歳児（20 組程度）

水曜日（月 1 ～ 2 回）
10:00 ～ 11:00 3 歳児（20 組程度）

たまだいら児童館
ふれっしゅ
☎ 589 － 1253

木曜日（月１回）
10：30 ～ 11：30

0 ～ 3 歳児
（各年齢 40 組）

みなみだいら児童
館ぷらねっと
☎ 599 － 0166

水曜日（月 1 回）
10:30 ～ 11:30 1 歳児（先着 30 組）

水曜日・木曜日（2 クラス・
月 2 回）10:30 ～ 11:30

2・3 歳児
（各クラス先着 20 組）

※あさひがおか児童館は、平成 20 年度大規模改修工事のため、一時使
用出来ない時期があります。詳細はあさひがおか児童館へお問い合わ
せください

●多摩川・浅川クリーン作戦地図
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■
ひ
の
21
世
紀
み
ら
い
塾
市
民
講
師

を
募
集

　

講
座
案
内
を
ま
と
め
た
冊
子
を
作

成
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
涯

学
習
活
動
を
お
手
伝
い
す
る
た
め

に
、
生
涯
学
習
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
師
の
ほ
か
市
職
員
を
派
遣
・
紹
介

し
て
い
る
事
業
で
す
。

　

あ
な
た
の
お
役
に
た
ち
ま
し
ょ
う

科
（
市
民
・
職
員
の
特
技
を
生
か
す

講
座
）
と
し
て
社
会
科
学
系
の
講
演

形
式
の
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
15
歳
以
上
の
市
民
対

象
（
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
登
録
可
）。

※
講
師
謝
礼
な
し
／
所
定
の
用
紙

（
市
役
所
５
階
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
に

あ
り
）
に
記
入
し
、
４
月
15
日
㈫
ま

で
に
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

■
主
役
は
君
だ
！
み
ん
な
で
つ
く
ろ

う　

ひ
の
新
選
組
ま
つ
り
！

　

５
月
11
日
㈰
の
新

選
組
パ
レ
ー
ド
に
参

加
す
る
隊
士
及
び
佐

藤
彦
五
郎
ほ
か
配
役

者
を
募
集
し
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
な
ど
多

数
予
定
し
、
市
民
参

加
型
の
ま
つ
り
と
し

て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

ま
す
。

　

16
歳
以
上
の
方
対
象
／
衣
装
貸
出

者
100
人
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

／
衣
装
・
刀
等
一
式
持
参
の
方
は
別

枠
／
費
用
は
別
表
の
と
お
り
／
４

月
10
日
㈭
ま
で
に
日
野
市
観
光
協
会

（
☎
586
・
８
８
０
８
）
へ

■
第
11
回
ひ
の
新
選
組
ま
つ
り
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

　

５
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰
午
前
10
時

～
午
後
５
時（
予
定
）
／
日
野
中
央

公
園
内
（
第
11
回
ひ
の
新
選
組
ま
つ

り
会
場
）
／
１
区
画
12
平
方
㍍
程
度

／
30
区
画
／
２
日
間
で
２
千
円
※
原

則
２
日
間
の
出
店
／
４
月
11
日
㈮
ま

で
に
日
野
市
商
工
会
（
☎
581
・
３
６

６
６
）
へ

■
日
野
市
国
際
交
流
ま
つ
り
「
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
＆
食
の
祭
典
」

　

国
際
色
豊
か
な
「
踊
り
」
と
「
食
」

を
通
じ
て
世
界
の
文
化
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
エ
コ
（
環
境
保
護
）

イ
ベ
ン
ト
も
同
時
開
催
。

　

６
月
８
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
３

時
／
日
野
中
央
公
園
／
主
催・
㈳
日

野
青
年
会
議
所
、日
野
市
商
工
会
青

年
部
、日
野
市
国
際
交
流
協
会
、日
野

レ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
姉
妹
都
市
協
会
、日
野

国
際
友
好
ク
ラ
ブ
、日
野
市
／
㈳
日
野

青
年
会
議
所（
☎
582
・
２
８
８
２
）

■
障
害
者
訪
問
学
級
受
講
生
募
集

　

一
人
で
外
出
す
る
こ
と
が
困
難

で
、
義
務
教
育
や
養
護
学
校
等
を
卒

業
後
も
引
き
続
き
「
学
習
し
た
い
」

と
い
う
、
市
内
在
住
の
障
害
者
や
長

期
病
気
療
養
中
の
方
に
、
学
習
の
機

会
を
提
供
す
る
た
め
に
講
師
を
派
遣

し
て
い
る
事
業
で
す
。

　

平
成
21
年
３
月
末
ま
で
／
内
容
は

相
談
に
応
じ
て
決
定
※
年
２
講
座
以

内
、
１
講
座
年
70
時
間
以
内
。
１
回

２
時
間
／
４
月
15
日
㈫
ま
で
に
文
化

ス
ポ
ー
ツ
課
へ
※
講
師
、
ス
タ
ッ
フ

も
募
集
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

■
ひ
の
市
民
活
動
団
体
連
絡
会
活
動

紹
介
強
化
週
間
パ
ネ
ル
展
示

　

平
成
15
年
に
発
足
し
、現
在
27
団

体
が
加
入
し
て
い
ま
す
。加
入
団
体

に
は
、Ｉ
Ｔ
普
及
、生
涯
教
育
や
子
育

て
支
援
、ま
ち
づ
く
り
、環
境
問
題
な

ど
市
民
活
動
が
あ
り
ま
す
。

　

活
動
紹
介
強
化
週
間
と
し
て
、
市

役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
で
、
連
絡
会

の
案
内
と
団
体
紹
介
の
パ
ネ
ル
展
示

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ご
覧
に
な
り
、
活
動
に
参
画
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
連
絡
会
で
は
、
新
規
市

民
活
動
団
体
の
立
ち
上
げ
支
援
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
４
日
㈮
ま
で
（
最
終
日
は
午

後
３
時
ま
で
）
／
ひ
の
市
民
活
動
団

体
連
絡
会（
☎
581
・
６
１
４
４
）、
市

■
さ
わ
や
か
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
平
成
20

年
度
予
定

　

市
の
見
所
や
名
所
な
ど
を
巡
る

「
さ
わ
や
か
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
を
企

画
・
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

日
程
は
左
表
の
と
お
り
／
文
化
ス

ポ
ー
ツ
課

　

申
込
み
、
問
合
せ
は
中
央
公
民
館

（
☎
581
・
７
５
８
０
）
へ

■
高
齢
者
市
民
企
画
・
う
や
も
た
サ

ロ
ン
「
木
曜
談
話
室
～
ら
く
ら
く
俳

句
の
会
№
10
」

　

４
月
３
日
㈭
午
後
２
時
～
４
時
／

中
央
公
民
館
高
幡
台
分
室
／
兼
題
・

桜
、
当
季
雑
詠
（
各
１
句
）
／
道
案

内
・
川
島
正
雄
氏
、
石
田
欣
峯
氏

（
高
齢
者
市
民
企
画
者
）
／
概
ね
60

歳
以
上
の
方
対
象
／
先
着
10
人
（
事

前
申
込
）
／
100
円
（
資
料
代
な
ど
）

／
筆
記
用
具
、
上
履
き
持
参

■
野
外
料
理
講
座
～
キ
ャ
ン
プ
料
理

の
マ
ナ
ー
と
心
得

　

４
月
19
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時
／

中
央
公
民
館
／
講
師
・
平
本
真
一
氏

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ャ
ン
プ
ウ
エ
ル
副

代
表
理
事
）
／
親
子
で
参
加
可
／
先

着
20
人（
事
前
申
込
、電
子
申
請
可
）

■
バ
ラ
エ
テ
ィ
サ
ロ
ン
「
チ
ェ
ロ
・

デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

４
月
19
日
㈯
午
後
２
時
～
３
時
30

分
／
中
央
公
民
館
／
出
演
・
高
群

輝
夫
氏
、
薄
井
信
介
氏
／
先
着
70
人

（
事
前
申
込
、
電
子
申
請
可
）

■
公
民
館
映
画
会
200
回
記
念
「
シ
ネ

イ
ン
七
生
」（
文
化
事
業
協
会
共
催
）

　

４
月
26
日
㈯
①
午
前
10
時
～
11
時

20
分
…
「
オ
ー
プ
ン
・
シ
ー
ズ
ン

（
ア
ニ
メ
）」（
ペ
ッ
ト
の
ク
マ
が
繰

り
広
げ
る
愛
と
友
情
の
物
語
）
②
正

午
～
午
後
１
時
50
分
…
「
さ
く
ら
」

（
太
平
洋
と
日
本
海
を
さ
く
ら
で
つ

な
ご
う
と
植
樹
し
た
国
鉄
バ
ス
の
車

掌
の
物
語
、出
演
・
篠
田
三
郎
、田
中

好
子
）
③
午
後
２
時
～
４
時
…
「
幸

せ
の
ち
か
ら
」（
全
財
産
21
ド
ル
か

ら
立
ち
上
が
っ
た
父
子
の
感
動
作
、

出
演
・
ウ
ィ
ル
・
ス
ミ
ス
）／
七
生
公

会
堂
／
先
着
300
人
（
事
前
申
込
、
電

子
申
請
可
）

■
平
成
20
年
度
「
田
ん
ぼ
の
学
校
」

　

水
田
で
の
稲
作
（
も
ち
米
づ
く

り
）
や
学
習
会
等
を
行
い
ま
す
。

　

５
月
〜
平
成
21
年
３
月
の
土
曜
日

（
月
１
回
程
度
）
／
新
町
３
丁
目
11

番
地（
東
光
寺
小
東
側
）、南
平
６
丁

目
27
番
地（
都
営
平
山
ア
パ
ー
ト
東

側
）
／
作
業
と
輪
番
制
に
よ
る
田
ん

ぼ
の
見
回
り
等（
詳
細
は
初
回
の
説

明
会
で
）
／
市
内
在
住
の
小
学
生

以
上
の
方
対
象
／
500
円（
お
茶
代
な

ど
）（
電
子
申
請
可
）

●ひの新選組まつりパレード参加費
市外在住者 市内在住者

隊士
衣装貸出 4,000 円 3,000 円
衣装等一
式持参 2,500 円 1,500 円

●平成 20 年度　さわやかウオーキング日程 ( 予定 )
日程 コース概要 広報掲載予定号

6 月 15 日㈰ 緑と清流の浅川から多摩川へコース 6 月  1 日号
7 月 13 日㈰ 公園めぐりコース 7 月  1 日号

8 月  3 日㈰ 真夏のブルーベリー狩りウオーキン
グコース 7 月 15 日号

9 月 28 日㈰ よこやま道ー鎌倉古道コース 9 月 15 日号
12 月 14 日㈰ 河川敷ロングコース 12 月  1 日号
1 月 11 日㈰ 日野七福神を回ろうコース 1 月  1 日号
2 月 22 日㈰ 水辺の春を求めて歩こうコース 2 月 15 日号
3 月 29 日㈰ さくらコース 3 月 15 日号

■
乗
鞍
高
原
日
野
山
荘

　

２
泊
３
日
ま
で
／
４
月
18
日
㈮

（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で

（
下
記
参
照
）。
返
信
用
表
面
に
代
表

者
の
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、
〒
390

―

１
５
０
０
松
本
市
安
曇
４
３
０
６

の
４
乗
鞍
高
原
日
野
山
荘
（
☎
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
・

３さ
ん
そ
ー
は
　
こ
こ
い
い
サ
ー
ビ
ス

０
８
・
５
１
３
（
携
帯
電
話
及
び

Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
０
２
６
３
・
93
・
２

０
１
０
）

０
２
６
３
・
93
・
２
７

８
０
）
※
１
グ
ル
ー
プ
１
通
／
抽
選

結
果
は
４
月
21
日
㈪
発
送
予
定
／
抽

選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み
は
、
４

月
26
日
㈯
か
ら
通
常
受
付

■
八
ヶ
岳
高
原
大
成
荘

　

２
泊
３
日
ま
で
／
５
月
１
日
㈭

（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で

（
下
記
参
照
）。
返
信
用
表
面
に
代
表

者
の
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、
〒
191

―

０
０
５
２
東
豊
田
２
の
34
の
10
日

野
市
企
業
公
社
（
☎
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
０
１
２
０
・
４よ

や
く
・
ご
あ
ん
な
い

８
９
・
５
７
１
午

前
９
時
～
午
後
７
時
※
携
帯
・
Ｐ
Ｈ

Ｓ
可
。
現
地
直
通
）
※
１
グ
ル
ー
プ

１
通
／
抽
選
結
果
は
５
月
12
日
㈪
発

送
予
定
／
抽
選
後
の
空
室
の
申
し
込

み
は
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
は
５
月

31
日
㈯
か
ら
、
在
学
者
・
市
外
の
方

は
宿
泊
希
望
日
の
２
カ
月
前
の
午
前

９
時
か
ら
電
話
で
受
付

※
市
の
事
業
の
た
め
次
の
日
は
使
用

日
野
山
荘
・
大
成
荘
の
夏
休
み
期
間

　
　
（
７
月
19
日
㈯
～
８
月
31
日
㈰
）
の
申
込

●往復ハガキ（往信用裏面）の書き方
■代表者氏名（ふりがな）・住所・電話番号
■利用者全員の氏名（ふりがな）
　未就学児の方は年齢もお書きください
■利用施設名（日野山荘または大成荘を記入）
■使用人数

■勤務先名（学校名）・電話番号（在勤者・在学者のみ記入）
※日野山荘・大成荘共通事項
　幼児（４歳以上の未就学児）の方には、あらかじめ寝具が用意さ

れています。乳幼児（３歳以下）の方は、寝具（無料）の有無を
利用人数と併せてご記入ください。

※大成荘使用の場合
　①一般棟（テレビ・トイレ・洗面所あり）、団体棟（セルフサービ ス）

のうち希望する方を記入してください。（○○棟のみ使用・どちら
でもよい）②団体棟は２人以上から申込み可能となります。③団
体食は 15 人以上の場合のみ利用出来ます。

        対象

区分
大人

（中学生以上）
子供

（小学生）
幼児

（４歳以上の
未就学児）

乳幼児（寝具）
（３歳以下）

市内在住・在
勤・在学者 ○人 ○人 ○人 ○人（○つ）

在勤・在学者
の同居家族 ○人 ○人 ○人 ○人（○つ）

市外 ○人 ○人 ○人 ○人（○つ）

出
来
ま
せ
ん

全
館
…
８
月
８
日
㈮
・
９
日
㈯
・
23

日
㈯
〜
25
日
㈪
、
29
日
㈮
・
30
日
㈯

団
体
棟
全
室
…
７
月
23
日
㈬
・
24
日

㈭
・
26
日
㈯
・
27
日
㈰
、
８
月
２
日

㈯
・
５
日
㈫
〜
７
日
㈭
、
21
日
㈭

■利用日・泊数（第３希望まで記
入可）
　第１希望　○月○日から○泊
　第２希望　○月○日から○泊

■食事
　大人料理　　○人
　子供料理１　○人（小学校中高

年・女性・食の細い人向け）
　子供料理２　○人（お子様ラン

チ）

休 

館 

日

休 

館 

日

空室状況
３月26日

現在
日
野
山
荘

大
成
荘
４ 

月
— 1 火
○ 2 水
○ 3 木
○ 4 金
○ 5 土
○ 6 日
○ 7 月

8 火

9 水

10 木
○ 11 金
○ 12 土
○ 13 日
○ 14 月
　 15 火
　 16 水
× 17 木
○ 18 金
○ 19 土
○ 20 日
○ 21 月
○ 22 火
○ 23 水
○ 24 木

○ ○ 25 金
○ △ 26 土
○ ○ 27 日
○ ○ 28 月
○ ○ 29 祝
○ ○ 30 水

○…空室あり
△…空室少し

（大成荘は団体棟のみ）
×…満室
※お申し込みは、
大成荘

（☎0120-489-571
午前9時〜午後7時）
日野山荘

（☎0120-308-513）

乗
鞍
高
原
日
野
山
荘
は
季
節
営
業
で
す
。
４
月
25
日
㈮
か
ら
営
業
開
始
し
ま
す
。

休 

館 

日

休
館
日

■
児
童
水
泳
入
門
教
室

　

①
５
月
14
日
～
６
月
11
日
の
毎
週

水
曜
日
、
②
５
月
15
日
～
６
月
12
日

の
毎
週
木
曜
日
、
③
５
月
16
日
～
６

月
13
日
の
毎
週
金
曜
日
、
各
グ
ル
ー

プ
と
も
午
後
４
時
45
分
～
６
時
（
全

５
回
）
／
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

温
水
プ
ー
ル
／
初
回
600
円
、
２
回
目

以
降
毎
回
100
円
（
プ
ー
ル
使
用
料
含

む
）
／
泳
力
５
㍍
以
下
の
市
内
在

住
の
小
学
生
対
象
／
各
回
45
人
※
申

込
多
数
の
場
合
は
抽
選
／
４
月
11
日

㈮
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ

で
。
往
信
用
裏
面
に
教
室
名
、
希
望

グ
ル
ー
プ
番
号
（
複
数
可
）、
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
191―

８
６

８
６
日
野
市
役
所
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

「
児
童
水
泳
入
門
教
室
」
係
へ

地
域
協
働
課
（
☎
581
・
４
１
１
２
）

■
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
（
４
月
）

　

①
手
作
り
せ
っ
け
ん
販
売
…
10
日

㈭
午
後
１
時
10
分
～
２
時
10
分
／
日

野
第
一
生
活
学
校
（
☎
581
・
０
２
６

５
）、
②
資
源
回
収
…
10
日
㈭
・
24

日
㈭
午
後
１
時
～
３
時
／
市
民
自
治

学
園
Ｏ
Ｂ
会
（
☎
592
・
１
２
５
８
）

／
会
場
は
、
い
ず
れ
も
生
活
・
保
健

セ
ン
タ
ー
前
庭

■
「
奥
多
摩
水
と
緑
の
ふ
れ
あ
い

館
」
イ
ベ
ン
ト

　

毎
年
好
評
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。

　

４
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰
各
日
と
も

午
前
11
時
30
分
か
ら
と
午
後
１
時
30

分
か
ら
の
２
回
演
奏（
各
40
分
程
度
）

／
奥
多
摩
水
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
館
１

階
ふ
れ
あ
い
広
場
／
マ
リ
ン
バ
デ
ュ

オ
精
葉
樹
に
よ
る
マ
リ
ン
バ
演
奏
／

同
館（
☎
０
４
２
８
・
86
・
２
７
３
１
）



第1180号　平成20年 (2008年) 4月1日市役所 代表電話
TEL.042-585-1111 投稿のページ

10

　市長が各地域に出向き、市民の皆さんから市政に対する意見・要望
をお聞きし、地域の問題解決に向けてご相談に応じます。
　議会が開催される月（3・6・9・12月）を除く月に開催します。

（市長公室市民相談担当）

市長相談を各地域で
開催します！

市長相談を各地域で
開催します！

★花を描く会　毎月第2・第4火曜
日午後1時30分～ 4時／京王ほっと
ネットワーク（京王高幡ＳＣ内）／
草花の水彩・パステル画※初心者指
導あ

り／ 1回1千500円（画材代ほ
か）／

園田（☎593－2638）
★日野市視覚障害者協会　月5回程
度／市内施設な

ど／徒歩訓練、朗読鑑
賞会、親睦会ほ

か／市内在住の障害者
手帳（視覚障害1 ～ 6級）所持者対
象／年3千円／高島（☎080－1092－
3473）
★日野市民吹奏楽団　毎週日曜日午
後1時～ 5時／中央公民館な

ど／楽器
の用意が出来る方対象※年齢・巧
拙・ブランク不問、熱意がある方、
中高年者歓迎／月1千円／井上（☎
581－9135午後8時以降）
★日野市ミニテニス連盟　①毎週水
曜日午後6時30分～ 8時30分、土曜
日午後4時30分～ 6時30分…旧平山
台小②火曜・水曜・金曜日午後6時
30分～ 8時30分、第2・第4日曜日午
前10時～正午…三小③木曜日午後6
時30分～ 8時30分…二小④木曜・日
曜日午後6時～ 8時45分…南平小⑤
土曜日午後1時～ 3時…仲田小⑥土
曜日午前9時30分～正午…潤徳小な

ど

／土曜・日曜日、祝日に首都大学東
京日野キャンパス等で総合練習あ

り／
初心者歓迎／詳細は問い合わせを／
馬場井（☎593－6323）
★家族的な社交ダンスサークル「コ
スモスの会」　毎週木曜日午後7時
～ 8時40分／新町交流センターな

ど／
多少経験のある初級者対象※見学歓
迎／月3千円※入会後２カ月間無料。
指導あ

り／岡村（☎592－3963）
★社交ダンス「ソーシャル睦会」　
毎月木曜会…コニカ・ミノルタ体育
館、金曜会…勤労・青年会館な

ど／
いずれも午後1時～ 4時／入会金2千
円、月3千円※プロの指導あ

り／淺見
（☎581－5858）
★多摩ＤＩＹ倶楽部　毎月第1日曜
日／高尾の森「わくわくビレッジ」
／木工工作とＤＩＹ教室／月1千500
円／多田（☎594－3739）
★社交ダンス「アイビー」　毎週木
曜日午後1時15分～ 3時15分／福祉
支援センターな

ど／自主練習あ
り／多少

の経験者・見学歓迎／入会金1千円、
月2千500円※指導あ

り／太田（☎583
－3079午前中）

★ハイキングクラブ四季　毎月5 ～
6回／ウオーキングからアルプス登
山まで※月2回入会前体験参加あ

り／
入会金1千円、月1千円／伊藤（☎
583－1274）
★ヨーガ・サークル・シャンティ　
毎月第1 ～第3金曜日午前10時～ 11
時30分／七生台地区センターな

ど／月
2千円／野村（☎591－1850）
★バレエ・ストレッチの会　毎週木
曜日午前10時～ 11時／生活･保健セ
ンターな

ど／ストレッチ、バレエの初
歩レッスン／若干人※初心者歓迎／
月4千円※会場費実費。プロの指導あ

り

／前谷（☎583－1903）
★手編みの会　毎週月曜日午後7時
～ 9時、土曜日午後2時～ 4時／喫
茶まぁる（日野本町）／ 1回1千円

（茶代ほ
か）※指導あ

り／栢
かやもり

森（☎080－
6789－2606）
★楊名時さわやか健康太極拳　毎週
金曜日午後1時30分～ 3時／東部会
館な

ど／入会金1千円、月2千円／竹田
（☎592－3664）
★写真撮影・プリント勉強会　日野
の富士山、多摩川、浅川の日の出・
日没の写真／ 10人／カメラ不問、
パソコン不要／小林（☎581－4832）
★キッズダンスサークル　毎週月
曜日午後3時45分から…南平体育館、
水曜日①午後3時15分②3時45分から
…落川交流センター※①幼児②小学
生クラス、木曜日午後3時50分から
…生活・保健センターな

ど／ 3 ～ 8歳
児対象／ 2カ月4千円／山口（☎090
－6015－6620）
★社交ダンス「シャルウィダンス湯
沢」　月4回日曜日午後1時15分～ 4
時／湯沢福祉センターな

ど／入門…初
心者対象、中級…男性歓迎／月3千
円※指導あ

り／松田（☎593－2182）
★サークル・カトレア　毎月第2･第
4木曜日午前10時～正午／ひの社会
教育センターな

ど／いけばな、フラ
ワーアレンジメント、プリザーブド
ほ

か／受講料1回1千600円、材料費ア
レンジ１千500円・いけばな１千円
／内田（☎583－6085）
★パッチワークサークル　毎月第1・
第3土曜日午前10時～正午／多摩平
の森ふれあい館な

ど／アメリカンキル
トと和のキルト／初心者歓迎／入会
金1千円、月3千円／詳細は問い合わ
せを／浅

あさうみ

海（☎583－8014）

■
山
野
草
盆
栽
水
石
展

　

自
然
の
景
観
を
小
さ
な
世
界
に
凝
縮
さ

せ
た
展
示
を
行
い
ま
す
。

　

４
月
16
日
㈬
～
18
日
㈮
午
前
９
時
～
午

後
４
時
※
18
日
は
午
後
３
時
ま
で
／
市
役

所
１
階
101
会
議
室

■
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル

　

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
球
根
や
苗
を
提

供
し
、
そ
れ
を
市
民
に
配
布
し
て
楽
し
ん

で
も
ら
う
事
業
で
す
。

　

４
月
7
日
㈪
～
17
日
㈭
（
土
曜
･
日
曜

日
を
除
く
）
に
㈶
日
野
市
環
境
緑
化
協
会

へ
※
持
参
出
来
な
い
方
は
、
４
月
21
日
㈪

～
23
日
㈬
に
取
り
に
伺
い
ま
す

▼
提
供
さ
れ
た
球
根
･
苗
を
配
布

　

４
月
26
日
㈯
午
前
10
時
か
ら
※
先
着
順

／
㈶
日
野
市
環
境
緑
化
協
会
前
（
日
野
中

央
公
園
内
）

▼
花
の
交
流
広
場

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
提
供
さ
れ
た
種
を

持
ち
帰
っ
て
育
て
て
も
ら
い
、
皆
さ
ん
で

楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
す
。
花
の
種
が
と
れ

ま
し
た
ら
、
い
つ
で
も
当
協
会
ま
で
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

■
緑
の
写
真
展
の
準
備
を　

　

秋
の
緑
化
月
間
に
「
緑
の
写
真
展
」
を

開
催
し
ま
す
。
今
か
ら
応
募
作
品
の
準
備

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
「
日
野
の
四
季
」「
我
が
家
の

緑
」（
日
野
の
自
然
が
見
せ
る
四
季
折
々

の
風
景
や
、
花
と
緑
の
あ
る
生
活
）
／
各

テ
ー
マ
１
人
３
点
ま
で

■
「
緑
の
募
金
」
に
ご
協
力
を

　

昨
年
は
、
206
万
６
千
787
円
の
募
金
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
募
金
は
、
公
園
や
学
校

の
緑
化
推
進
や
森
林
整
備
な
ど
緑
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。
募

金
活
動
は
今
年
も
４
・
５
月
に
強
化
月
間

と
し
て
実
施
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
レ
ン
ゲ
畑
の
観
察
会

　

日
野
中
央
公
園
か
ら
川
辺
堀
之
内
ま

で
、
日
野
の
自
然
を
守
る
会
の
皆
さ
ん
の

案
内
で
自
然
観
察
を
し
な
が
ら
散
策
し
、

レ
ン
ゲ
畑
で
は
農
家
の
方
の
話
を
聞
き
ま

す
。

　

４
月
12
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30

分
※
小
雨
実
施
／
日
野
中
央
公
園
時
計
台

前
に
集
合
／
先
着
40
人
／
４
月
２
日
㈬
か

ら
㈶
日
野
市
環
境
緑
化
協
会
へ

名　　称 日　　時 会　場 問合せ先
法律相談
(多重債務含む)
※月曜日から次週分の予
約の受付

7日㈪・28日㈪
13：30～16：00
1日㈫・8日㈫・
15日㈫・22日㈫
9：30〜16：00 

市役所1階
市民相談室

※市政に対する
一般相談は毎週
月曜～金曜日(祝
日を除く)の午前
8時30分～午後5
時15分に受付

市民相談担当市
役所代表番号
☎585-1111

※予約等の受け
付けは電話で午
前8時30分から
(先着順)

※ 1 日 ㈫ ・ 7 日
㈪・8日㈫の法律
相談は空きがあ
る場合がありま
す。問い合わせ
を

※5月1日㈭の法
律相談予約は4月
21日㈪から受付

　

土曜法律相談
※７日㈪から受付

19日㈯
9：00～12：00 

行政相談 4日㈮
13：30～16：00 

人権身の上相談
※相談日前日から予約を

10日㈭
9：30～12：00 
10日㈭・24日㈭
13：30～16：00 

交通事故相談
※相談日前日から予約を

11日㈮
13：30～16：00 

登記相談
※相談日前日から予約を

3日㈭
13：30～16：00 

税務相談
※相談日前日から予約を

23日㈬
10：00～16：00 

不動産相談
※相談日前日から予約を

16日㈬
13：30～16：00 

相続・遺言等暮ら
しの書類作成相談
※相談日前日から予約を

4日㈮
10：00～16：00 

名　　称 日　　時 会　場 問合せ先

市長相談 23日㈬
9：30～11：30

福祉支援
センター 市民相談担当

ひとり親家庭相談 随時 市役所2階
子育て課 子育て課

子育て相談

毎週月曜～土曜日
※祝日を除く
9：30～17：00

地域子ども家庭
支援センター多
摩平

同センター
☎589-1262

火 曜 日 、 祝 日 を
除く毎日9：30～
17：00

地域子ども家庭
支援センター万
願寺

同センター
☎586-1171

毎週月曜～金曜日
※祝日を除く
10：00～16：00

おおくぼ保育園 同保育園
☎586-1172

あさひがおか児
童館

同児童館
☎586-1184

乳幼児相談

15日㈫
9：45～11：00 みさわ児童館

健康課
☎581-4111

18日㈮
9：45～11：00 ひらやま児童館

22日㈫
9：45～11：00

たまだいら
児童館

25日㈮
9：45～11：00

生活・保健
センター

名　　称 日　　時 会　場 問合せ先
子どもの虐待
相談

毎週月曜～土曜日
※祝日を除く
9：00～17：00

子ども家庭支援
センター（高幡）

同センター
☎599-5454

教育相談
毎週月曜～金曜日
※祝日を除く
10：00～17：00

教育センター内
教育相談室

教育相談室
☎592-1160 
子どもこころの
電話相談
☎592-2782

健康相談
随時(電話予約)

生活・保健
センター

健康課
☎581-4111食生活相談

(生活習慣病・高齢者の食事等)

消費生活相談
毎週月曜～金曜日
※祝日を除く
9：30～12：00
13：00～16：00

消費生活相談室
☎581-3556

高齢者電話健康
相談

毎日24時間 高齢福祉課
☎0120-123-127

女性相談
(電話・面接)
※前もって予約を

毎週火曜・水曜日
※30日、祝日を除く
火曜日：18：00～
21：00 水曜日：
9：45～16：00 

男女平等推進セ
ンター(多摩平の
森ふれあい館)

予約及び電話相
談は男女平等課
☎587-8177へ

日社協法律相談 第2・4金曜日
13：00～16：00 中央福祉

センター

日野市社会福祉
協議会
☎584-1294高齢者・障害者の

住宅改修相談
随時

4月の市民相談

日　　程 時　　間 会　　　場 申　込　期　間
（土曜・日曜日、祝日除く）

4月23日㈬

9：30 ～ 11：30

福祉支援センター 4月1日㈫～ 7日㈪
5月22日㈭ 多摩平の森ふれあい館 5月1日㈭～ 9日㈮
7月23日㈬ 七生台地区センター 7月1日㈫～ 7日㈪
8月21日㈭ 中央公民館 8月1日㈮～ 7日㈭
※相談時間は３０分です
※都合により日程が変更になる場合があります

㈶
日
野
市
環
境
緑
化
協
会
（
☎
585
・
４
７
４
０
）、
市
緑
と
清
流
課

ま
ち
を
緑
と
花
で
い
っ
ぱ
い
に

ま
ち
を
緑
と
花
で
い
っ
ぱ
い
に

ま
ち
を
緑
と
花
で
い
っ
ぱ
い
に
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ごあんない

★オープンガーデンへのお誘い　4
月14日㈪・15日㈫午後2時～ 4時／
多摩平／ 4月7日㈪午後6時～ 8時に
黒田（☎581－7260）へ
★写真愛好者「集団ひの」例会　4
月15日㈫午後7時～ 9時30分／平山
地区センター／会員募集中※見学歓
迎／同会（栗原☎585－1595）
★非常勤看護師募集　月曜～土曜日
の2 ～ 3日※火曜・金曜日勤務歓迎
／昼食時の医療ケア中心／詳細は問
い合わせを／社会福祉法人夢ふうせ
ん（宮島☎587－8630）
★福祉まつりに物品の提供を　6月1
日㈰に行われる福祉まつりに衣類、
日用品、雑貨等（家具、家電製品を
除く）の提供を。取りに伺います／
すずかけの家(☎591－7561)
★ひの社会教育センターから　 ▼懐
かしい歌思い出の曲「みんなで歌う
コンサート」…4月6日からの毎月第
1日曜日午後1時30分から ▼男の料理

（実践編）教室…4月18日からの毎月
第１・第3金曜日午前 ▼英会話入門
１日体験…4月17日㈭ ▼中高年から
の社交ダンス1日体験…4月8日㈫／
費用等、詳細は問い合わせを／同セ
ンター（☎582－3136）

講習・学習会

★日野マジッククラブ「マジックを
始めてみませんか」　4月2日㈬午後3
時～ 4時／多摩平の森ふれあい館／
小倉（☎586－0367）へ申込
★児童合唱団こんぺいとうの空体験
教室　4月2日㈬・16日㈬・30日㈬午
後5時～ 6時30分／ロ・スパーツィ
オ（豊田駅南口）／曲目・となりのト
トロ、ドレミの歌ほか※ソルフェー
ジュあ

り／就園児～小学生対象／加藤
（☎090－6129－9148）へ申込
★アリス～社交ダンス講習会　①4
月6日㈰・11日㈮・13日㈰・25日㈮
②5月9日㈮・11日㈰・18日㈰・23日
㈮※金曜日午後1時～ 5時、日曜日
午後6時～ 9時／新町交流センター
※5月31日㈯午後1時からダンスパー
ティーあ

り／ラテン、モダン／月2千
円／吉村（☎583－8314）へ申込
★パソコン全くダメな婦人のための
インターネットサークル体験会　4
月6日㈰午後3時30分～ 5時30分／豊
田駅北交流センター／未経験者歓迎
※パソコン持っていなくても可／簡
単インターネットサークル（松野☎
090－4755－1518）
★くらしに役立つパソコン　①4月
7日㈪②14日㈪午後1時～ 3時／①な
んでも相談とワンポイントレッスン
②体験講座～オリジナル私の名刺／

京王ほっとネットワーク（京王高幡
ＳＣ内）／各回先着8人／①30分500
円②2時間1千500円（教材費ほ

か）／
筆記用具持参／多摩ＩＴ普及会（吉
野☎582－3369）へ申込
★和紙ちぎり絵体験　4月8日㈫午後
1時30分～ 3時30分／東部会館／季
節の花を短冊に／未経験者対象／
500円（材料費）／おしぼり持参／
奥田(☎090－2427－7790)へ申込
★パソコンを趣味として人生を楽し
く過ごしませんか？　4月10日～ 9
月の毎週木曜日午後3時30分～ 5時
30分／豊田駅北交流センター／ 60
歳までのキーボード入力出来る方対
象／ 10人／月2千円／ＰＣドットカ
ム（大野☎090－3089－7878）へ申込
★子どもや教育を語ろう⑲「子ども
や私にとっての水や太陽とその目印
⑨」　4月12日㈯午後2時～ 4時／ひ
の社会教育センター／椿坂（☎591
－2267）
★日野の自然を守る会から　 ▼子連
れお散歩かんさつ会「春だね、程久
保」…4月13日㈰午前10時京王動物
園線多摩動物公園駅前集合／程久保
川源流域／ 300円※幼児無料／村岡

（☎591－8441） ▼ 奥武蔵ウオッチ
ング21小川町駅・笠山（一般向き）
…4月6日㈰午前7時50分八王子駅1番
線中央付近集合／春の花おすすめス
ポット／ 200円／弁当、飲み物、筆
記用具、あれば双眼鏡持参／片岡

（☎582－0696）／いずれも雨天中止
／小･中学生100円
★旬を生かして体をいたわる春の薬
膳料理講習会　4月19日㈯午前10時
～正午／東部会館／先着16人／ 1千
500円／エプロン、三角きん、ふき
ん、筆記用具持参／Ｋ＆M²薬膳栄
養士の会（安藤☎535－5196）へ申込
★「ケイタイ・メールと子どもた
ち」子どもを守る為の大人の役割
4月20日㈰午後2時～ 4時／生活･保
健センター／講師・下田真理子氏

（ＮＰＯ法人青少年メディア研究協
会ねちずん村）／ 18歳以上の方対
象／ 500円（資料代）／日野の教
育を考えあう会（菊池☎・ 593－
4813夜間のみ）
★2級ホームヘルパー養成講座　4
月21日㈪～ 6月29日㈰の月曜～金曜
日／ＮＰＯ法人ケア・センターやわ
らぎ研修センター（立川市）※実習
は日野市ほ

か／ 20人※申込多数の場
合は抽選／ 5万6千800円（受講料ほ

か）
／ 4月14日㈪午後5時までに同施設

（☎小松523－3552）へ
★子どものための合唱講座～ハーモ
ニーの気持ち良さを体験してみませ
んか？　4月27日㈰午後1時～ 4時／
東部会館／小学生対象※保護者見学
歓迎／浅川少年少女合唱団（大江☎
585－7290）

★油絵講習会　4月24日㈭午前9時30
分～正午／生活･保健センター／初
歩から指導※初心者歓迎／山崎（☎
583－0810）
★訪問介護員養成研修2級・障害者

（児）居宅介護従業者養成研修2級
5月12日㈪～ 7月25日㈮／地域保健
企画ビル（立川市）ほ

か／都民対象／
先着40人／ 5万1千800円（受講料ほ

か）
／ヘルパーステーションコスモス日
野（☎587－6292）へ申込
★多摩中国語講習会　4 ～ 9月／同
会（立川市）／入門～中級※見学歓
迎／ 6カ月3万5千円／詳細は問い合
わせを／同会（☎523－0708）
★現代社会論「どうしてこんな社
会になってしまったのだろう？」　
5月10日㈯・24日㈯、6月7日㈯・21
日㈯午前10時30分～正午／実践女子
学園生涯学習センター（日野駅前）
／講師・芦沢宏生氏（政治学者）／
5千460円（受講料ほ

か）／筆記用具、
ノート持参／同センター（☎589－
1212）へ申込

もよおし

★アメリカ人の先生と英語で遊ぼう
～イースターの卵作りと宝探し　4
月11日㈮午前10時～ 10時45分…2 ～
3歳児、午前11時～ 11時45分…１～
2歳児対象／四ツ谷地区センター／
保谷（☎・ 587－7981）へ申込
★新選組歴史ウオーク　①4月12日
㈯②13日㈰午前9時30分日野駅前集
合※小雨実施／土方歳三や佐藤彦五
郎も歩いた東光寺道～日野用水～
八王子市平町東照宮（6㌔程度）※
ガイド付き／各回先着30人／ 600円

（バス代ほ
か）／弁当持参／希望日を

ＦＡＸで日野市観光協会新選組ガイ
ド部（ 586－8961☎586－8808）へ
★ＮＰＯ法人日野子ども劇場から

▼「あおぞらのしたで」みんなであ
そびましょう!!…4月12日㈯午前10
時～午後0時30分／万願寺交流セン
ターな

ど／スタンプラリー、ゲームほ
か

／幼児は保護者同伴 ▼日野子ども劇
場まつり…4月27日㈰午前10時30分
～午後3時30分／多摩平の森ふれあ
い館／あそびコーナー、舞台発表

（募集中※詳細は問い合わせを）ほ
か

／同会（☎・ 583－8226）
★「リズム＆ハーモニー」社交ダン
スパーティー　①4月13日㈰…学園
都市センター（八王子市）②19日㈯
…クリエイトホール（八王子市）③
20日㈰…新町交流センター／いずれ
も午後1時～ 4時／ 50人／①②1千円
③700円／シューズ持参／井上（☎
090－2532－6494）
★話劇「風」公演　4月18日㈮午後2
時～ 4時30分／東急スクエア（八王
子駅前）／演目・敦－山月記ほ

か／三
上（☎584－7633）
★お花見と植樹・交流会～奥多摩鳩
の巣・西川花の里　4月20日㈰午前
9時45分JR青梅線鳩ノ巣駅前集合※
小雨実施／豚汁、山菜採り、40分程
度の近辺散策等もあ

り／家族歓迎／ 1
千500円※交通費実費／弁当、水筒、
軍手、雨具持参※動きやすい服装で
／ 4月12日㈯までにＦＡＸで。住所、
氏名、年齢、電話番号を記入し、Ｃ
ＳＲを促進する市民の会（吉野 ・
☎582－3369）へ

★Ｓｐｒｉｎｇ Ｐａｒｔｙ「サン
デークラス・スイング＆スイング・
南平ソシアル」　4月13日㈰午後1時
～ 4時／新町交流センター／講師の
指導（ルンバ）あ

り／ 1千500円（軽
食、飲み物付き）／（佐久間☎090
－8581－3972）へ申込

美術・音楽

★かしの木学級修了者・水彩画作品
展　4月6日㈰までの午前10時～午後
5時※6日は午後4時まで／とよだ市
民ギャラリー／石井（☎584－8582）
★みずき会油彩･水彩画展　4月8日
㈫～ 13日㈰午前10時～午後5時※13
日は午後4時まで／とよだ市民ギャ
ラリー／会員募集中※初心者歓迎／
岩井田（☎585－1002）
★ばらの会絵画展　4月9日㈬～ 12
日㈯午前10時30分～午後4時30分※9
日は午後1時から、12日は午後3時ま
で／市民会館展示室／髙橋（☎591
－4059）
★女声合唱団～Ｃｏｒｏ　Ｌｉｎｏ
Ｃｏｎｃｅｒｔ～コーロ・リノと仲
間たち　4月13日㈰午後3時から／Ｓ
ＤＡ立川キリスト教会／曲目・女声
合唱のための小ミサ曲ほ

か／ 2千円／
宇賀神（☎584－3126）へ申込
★ニュージーランドの思い出　4月
15日㈫～ 20日㈰午前10時～午後5時
／とよだ市民ギャラリー／油彩・ス
ケッチ／榎本（☎585－0257）
★うたごえｉｎひの  4月19日㈯午
後6時～ 9時／多摩平の森ふれあい
館／大合唱／ 800円（軽食付き）／
前田（☎090－8811－4012）
★日野市立病院内美術作品展示希望
者募集　5月30日㈮から半年間展示
／ 4月20日㈰（必着）までにハガキで。
会の名称（原則団体、個人も可）、
作品の種類（平面は65㌢×53㌢以
内、立体は要相談）、会員数、出品
予定数、会の責任者の住所、氏名、
電話番号を記入し、〒191－0062多
摩平6－13－3ヒール・アート事務局
高尾正子（☎・ 586－6935）へ

会員募集　　　　　　　　　　

　先着順で掲載します。２度目以降
の掲載は前回掲載日の３カ月後から
受け付けます。
★女声コーラスこまくさ　毎週水曜
日午前10時～ 11時30分／湯沢福祉
センターな

ど／童謡、唱歌、叙情歌ほ
か※見学歓迎／入会金1千円、月3千
円／渡辺（☎591－9154）
★リズム気功サークル　毎週火曜日
午前10時から…湯沢福祉センター、
木曜日午後1時30分から…生活･保健
センター、金曜日午前10時30分から
…平山地区センターな

ど／中高年者対
象／月3千円／南雲（☎591－7263）
★ストレッチ体操「ストレッチクラ
ブ」　毎週水曜日午後6時～ 7時30分
／南平駅西交流センターな

ど／歪みを
矯正し、バランスの取れた身体作り
／初心者歓迎／ 1回1千円※指導あ

り

／鈴木（☎090－2760－7598）
★日野手品サークル　毎月第2火曜
日午後7時～ 9時／多摩平の森ふれ
あい館な

ど／初心者歓迎／入会金1千
円、月1千500円※指導あ

り／柏渕（☎
584－7338午後6時以降）
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地域コミュニティーの拠点に

●次世代育成型子育てひろば平山の事業一覧
部屋 利用時間 内容等

子
育
て
ひ
ろ
ば

交流スペース 10：00 ～ 15：00
月曜日、祝日、年末年始は休み

５歳までの乳幼児とその保護者が自由に
利用出来ます

子育て相談 9：00 ～ 16：00
月曜日、祝日、年末年始は休み

18歳未満の子どもに関する相談が出来ま
す ※電話相談可

子育て講座、
地域ふれあい
事業等

毎月、日時を決めて開催

専門職員による健康や食事に関する講
座、図書館や交流センターの利用者との
交流行事の開催など、多彩なメニューを
計画しています

市政情報・　
交流コーナー

9：00 ～ 17：00
年末年始は休館

市政情報のパンフレット等設置
子どもから高齢者までが交流出来る場所

平山季重ふれあい館オープン！
平山地域に待望の複合施設完成

部屋 利用時間 用途等

図書館

平日　10：00 ～ 19：00
土曜・日曜日、祝日　10：00 ～
17：00

【休館日】月曜日（祝日と重なっ
た場合も休館）・年末年始

ブラウジングコーナー、地域交流広場
は、新聞・雑誌などの図書館資料をゆ
っくりと読んでもらう憩いの空間、ま
た学習も出来る空間として利用してい
ただけます。ブラウジング

コーナー 9：00 ～ 21：00
年末年始は休館地域交流広場

●平山交流センター集会室などの一覧
階 部屋 広さ 定員 用途等

２
階

集会室１ 45.76㎡ 30人 会議等
集会室２ 45.76㎡ 30人 会議等
練習室

（防音） 32.76㎡ 20人 音楽を伴う活動※ポータブルキーボード１台設置

集会室３ 45.76㎡ 30人 会議等
調理室 45.76㎡ 12人 調理を伴う活動
和室１ ８畳 12人 会議等
和室２ ８畳 12人 会議等

３
階

大ホール 148.23㎡ 100人 会議・講座・軽体操程度の運動等※アップライトピ
アノ１台設置

小ホール 115.75㎡ 80人 会議・講座・軽体操程度の運動等※市が行う健康事
業を優先させていただきます

※ホール（大・小）にスクリーン設置（大ホールのみ可動ステージ設置）。調理室以外の付帯設備
として、ホワイトボード設置。その他、各部屋で利用可能なポータブルアンプを２台設置

施設概要 施設内容
所 在 地 平山 5―18―2（ 下図参照 ） １階 図書館
敷地面積 1,075㎡ ２階 次世代育成型子育てひろば
建築面積 812㎡ 市政情報・交流コーナー
延床面積 2,051㎡ 交流センター
構　　造 鉄筋コンクリート （事務室、集会室など）
階　　層 ３階建て ３階 交流センター（大ホール、小ホール）

　平山城址公園駅前に待望の複合施設がオープンします。子どもから
高齢者までさまざまな利用者が集い、交流出来る場所となっています。
　例えば、同じ趣味を持つ仲間との談笑や学習会を開く人々の活発な
議論と楽しい会話など。また、小さなお子さんを連れた若いお母さん
たちがおしゃべりをしながら情報交換も出来ます。
　館名にもあるように、住民同士がふれあい、そして笑顔があふれる
施設を目指します。

　４月５日㈯午後１時から開館します。平日の開館時間は午前 10時か
ら午後７時までです。
　新しい図書館は、約５万冊の図書、雑誌に加えて、最新の情報が入手
出来るよう、インターネットに接続したパソコンや図書館資料の検索機
を増設しました。
　また、新たに環境問題のコーナーを設置するほか、平山季重を中心と
した郷土資料の充実を図ります。
　施設の利用時間等は右表のとおりです。

▽問合せ先＝平山図書館（☎ 591-7772）

　４月７日㈪から平山交流センターの利用を開始します。地域のコミュ
ニティ活動及び生涯学習活動の拠点としてご利用ください。

▽利用時間＝①午前９時～正午②午後１時～５時③午後６時～９時の３
区分です。

▽４月７日から７月６日使用分までの受付方法＝４月４日㈮午前９時ま
でに平山地区センター 1階集会室に来場した団体を対象に受付。なお、
空室については、４月７日㈪以降、受付窓口で申請順に受付けます。

▽７月７日以降の受付方法＝市内在住・在勤・在学者の団体は３カ月前
（その他は２カ月前）から当日までの午前９時～午後８時に受付窓口で申
請順に受付。ただし、受付開始日のみ使用希望が重複した場合は抽選と
なります。

▽使用料＝無料

▽問合せ先＝地域協働課（☎ 581-4112）
※４月７日㈪からは受付窓口（☎ 591-7811）まで

　４月５日㈯午後１時から開館します。地域の子育て中の親子が身近な
場所で集い、安全な環境の中で安心して交流したり、子育ての相談が出
来るひろばです。　
　子育てに関する講座や地域の方々とのふれあい事業も計画しており、
子育て世代を地域で代々見守っていく、平山地域で初めての次世代育成
型子育てひろばです。どうぞお気軽にお越しください。

▽問合せ先＝子ども家庭支援センター（☎ 599-6670）
※４月５日㈯午後１時からは（☎ 591-7812）へ

次世代育成型子育てひろば平山（２階）

　昭和33年２月１日に日野町と七生村が合併して50年となったことを記
念して、当時の日野の姿を写真で振り返ります。懐かしさと同時に現在
の日野市の発展を実感していただきたいと考えています。

▽期間＝４月５日㈯～５月30日㈮

▽会場＝平山季重ふれあい館２階市政情報・交流コーナー

▽問合せ先＝企画調整課

平山城址公園駅

京王クラウンビル

至新宿駅

平山地区センター

至京王八王子駅

●平山季重ふれあい館案内図

平山季重
ふれあい館

京王
線

北野街
道

※平山季重ふれあい館に駐
車場はありませんので車での
来場はご遠慮ください日野町・七生村合併50周年記念パネル展を実施します

平山交流センター（２・３階）

平山図書館（１階）

平山季
す え

重
し げ

ふれあい館オープン！

「
４
月
の
市
民
相
談
」は

10
面
に
掲
載

●平山図書館館内一覧




